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はじめに 

「子どもたちのインターネット利用について考える研究会」は、子どもたちのインターネ

ット利用に関して発生する諸問題への対処については保護者にその権利と義務があるとし

て、対策の担い手である保護者を応援するためにはどうすればよいかを検討し、毎年提言を

行って参りました。 

近年、子どもたちを取り巻くインターネット利用環境は劇的に変化し、目的・場所・機器

を問わずインターネット利用を前提としたサービス提供が拡大しつつあります。スマート

フォンを利用する子どもも加速度的に進む他、子ども向けのスマートフォン端末も提供さ

れるようになりました。また、ゲーム機や音楽機器でのインターネット利用も進み、さらに

は、学校内でのタブレット活用も普及する兆しをみせるなど、今や子どもたちは日常のいた

るところでインターネットと共にある世界を生きている状況にあります。そういった中で、

最大限そのメリットを享受し、マイナス面を極小化するにはどうするか、正しい現状認識と

効果的な対策が求められています。 

 

本研究会では、「双方向利用型コミュニケーションサイトの危険性」（2008 年度）や「ア

プリの第三者レイティングのあり方」（2013 年度）といった、保護者の判断材料となる指標

の提案や、「段階的利用モデルの提案」（2009 年度）、「保護者を中心とした地域単位の教育

支援やその評価のあり方」（2011 年度）について調査・研究を実施し、保護者や行政・業界

関係者向けに提言を行って参りました。 

そして、第六期（2014 年度）となる今期は「オンラインコミュニケーション能力のモデ

ル化」について研究を行いました。第二期（2009 年度）で提案した「段階的利用モデルの提

案」をより現状にあった内容に改定し保護者が利用しやすいモデルを構築いたしました。今

回の研究成果を活用し、子どもがインターネットを段階的に利用できる環境を構築してい

ただく他、その支援となるような施策やサービス・機能を構築していただくことができれば、

これに勝る喜びはございません。 

 

最後になりますが、今年度の研究会の実施に際しても、多くの関係者の方にご協力を賜 

りました。この場を借りまして改めて御礼申し上げます。また、委員の皆様、事務局の皆様

の精力的なお働きに感謝申し上げます。 

本報告書が、全国の啓発に携わる方々の参考となり、保護者啓発が実りあるものとなり、 

各保護者の行動を変えていくきっかけとなることを祈念しております。 

 

子どもたちのインターネット利用について考える研究会  座長  坂元 章 
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第一章 第六期調査研究活動の概要とその背景 

1. 青少年インターネット利用問題の最新状況 

 

はじめに、第六期の調査研究活動のテーマ選定の背景となった、青少年インターネット

利用問題の最新状況を整理します。 

 

1.1.  青少年を取り巻くインターネット環境とトラブルの変化 

 本研究会では、交流サイトなどの利用をきっかけにした青少年の性犯罪被害など、参加

発信型インターネット利用トラブルの危険性とその社会的な認知の遅れに、2008 年の設立

当初から着目し、その構造的な理解の促進やトラブル抑制に資するいくつかの調査検討、

社会提言を行うとともに、その知見を反映させた教育啓発の実践にも継続的に取り組んで

きました。 

 しかし残念ながら現時点においても、参加発信型利用トラブルの危険性や影響は依然と

して大きく、性犯罪被害に遭う青少年の数も減少傾向にはありません。 

 また、スマートフォンの普及やインターネットが利用可能な情報機器の多様化、それら

に伴う実質的なインターネットデビュー時期の早期化（低年齢化）など、子どもたちを取

り巻くインターネットの利用環境および利用実態は、直近の三年で大きく変わっていま

す。 

 その結果、参加発信型利用トラブルの裾野も拡がりました。特に、スマートフォン用の

メッセンジャーアプリの利用などいわゆる「オンラインコミュニケーション」関連のトラ

ブルとして、青少年の間での「いじめ」など悪意のある利用や、「行き違い」などコミュ

ニケーション不全への不安からの長時間利用傾向などが、きわめて広い範囲で起きていま

す。 

2. 第六期活動のテーマ選定 

 

2.1.  第六期での二つの調査研究テーマとそれぞれの選定理由 

本研究会では「保護者への情報の整理と提供を通じた、青少年インターネット問題の解決へ

の寄与」を本務としています。そこで前節で述べた状況認識に基づき、第六期の調査研究活

動テーマとして、「オンラインコミュニケーション能力のモデル化」、「地域密着型教育啓発

事業及び教育啓発の評価指標モデルの実践」の二点を選定しました。 
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2.2. オンラインコミュニケーション能力のモデル化 

近年、特にスマートフォン用のメッセンジャーアプリの利用などいわゆる「オンライン

コミュニケーション」関連のトラブルが目立つようになりました。そこで、今期の主たる

テーマとして、青少年のオンラインコミュニケーション利用の最新の実態を把握した上

で、適切なオンラインコミュニケーション利用を支える要素を抽出するなど「オンライン

コミュニケーション能力のモデル化」に取り組むことを決めました。これと同時に、本研

究会として提唱済の「段階的利用モデル」1の修正を試みることとしました。 

 

2.3. 地域密着型教育啓発事業及び教育啓発の評価指標モデルの実践 

保護者向けの教育啓発では、本来青少年向けよりも多様な機会の提供が期待されるとこ 

ろ、現実には「全員集合型」の研修会形式がほとんどです。そこで、本研究会では、第三期

（2011 年度）以降、保護者向けの教育啓発の新たな手法を提案、実践を重ねてきました。 

今年度もこれを継続する他、第五期で提唱した「教育啓発の評価指標モデル」の実践によっ

て、手法自体の改善を続けることとしました。 

 

2.4. 想定している読み手 

本研究会ではおおよそ一年単位での調査検討および教育啓発実践の活動内容を本報告書

の形式で公開し、その成果を社会に還元することとしています。 

 今期の活動報告書は、インターネットの安全な利用・活用についての教育啓発に関わる

省庁、地方自治体、各種団体等を主な対象としています。 

 また「青少年保護・バイ・デザイン」2の観点から、オンラインコミュニケーションツー

ルを開発、提供している事業者等にも、提供機能の設計・改善を行う際の参考にするな

ど、今期の活動成果を活用していただくことを期待しています。 

  

                                                   
1 段階的利用モデル http://www.child-safenet.jp/material/guide01_model.html 

第二期報告書「段階的利用モデルの提案と、小・中学生の子どもをもつ保護者向けの段階的利用モデル教

材の制作」http://www.child-safenet.jp/activity/documents/report02.pdf 

及び段階的利用モデル http://www.child-safenet.jp/material/guide01_model.html 

 
2
 「青少年保護・バイ・デザイン（PCO by Design）」とは、新たな機器やサービスを提供する場合に、そ

の設計段階から青少年が利用することを想定し、実効的な青少年保護を組み込んだ形で、機器の設計、サ

ービスの設計、事業者内部及び事業者間の体制の整備等を行うことを示す概念 

http://www.child-safenet.jp/material/guide01_model.html
http://www.child-safenet.jp/activity/documents/report02.pdf
http://www.child-safenet.jp/material/guide01_model.html
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3. 第六期調査検討の成果・提言の概要 

 

3.1.  オンラインコミュニケーション能力のモデル化 

 本研究会では、青少年の望ましいインターネットデビューのあり方を、利用出来るサー

ビスの範囲と求められる能力で具体的に示した「段階的利用モデル」を 2009 年度に発表

していますが、その後、スマートフォン用メッセンジャーアプリやソーシャルメディアサ

ービスの普及によって、オンラインコミュニケーション自体が、大きく様変わりをしたと

推測されます。 

 そこで、今期の「オンラインコミュニケーション能力のモデル化」検討の前段として、

実態把握のために青少年および保護者層を対象とした利用実態調査を行いました。 

 同調査の結果や、オンラインコミュニケーションに関わる先行研究の知見を元に、オン

ラインコミュニケーション能力を支える要素を大きく、「能力（スキル）」「知識」「倫

理」の三つに区分した上で、オンラインコミュニケーション相手（範囲）別に必要な力を

列挙しました。（表 1） 

 さらに保護者が家庭で利用しやすくするために、旧「段階的利用モデル」との統合をは

かりました。新しい「段階的利用モデル」では、オンラインコミュニケーションを認める

前段階として、比較的安全度の高い「サイトの閲覧」利用に必要な能力要素を挙げ、イン

ターネット利用を始めるにあたって「サイトの閲覧のみを認める（Step1）」、オンライ

ンコミュニケーションを体験するための「家族など信頼できる大人のみへのオンラインコ

ミュニケーションを認める（Step2）」、オンラインコミュニケーションの入門期にあた

る「顔を知っている友人への発信を認める（Step3）」、オンラインコミュニケーション

への習熟をはかる「顔を知らない相手への発信を認める（Step4）」の四段階で区分して

います。 

 その上で、各段階で気をつけるべき不適切な利用（保護者の懸念事項）と、フィルタリ

ングなど保護者管理機能による制限範囲の例を示しています。（図 1） 
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オンラインコミュニケーション相手別に必要な力 

 

 

 
オンラインコミュニケーシ

ョン利用前 
家族間 顔を知っている友人 顔を知らない相手 

能
力
（ 

ス
キ
ル 

） 

●機器の基本操作がで

きる 
 

●情報の信ぴょう性を

確認することができる 
 

●健康や学習時間に

配慮し、節度のある使

い方ができる 

●文章で用件や気持ち

を適切に表現できる 

 

●文章が相手の気持ち

を適切に表現している

とは限らないことを知っ

ている 

●不快なメッセージな

どに冷静に対応できる 

 

●複数人でのコミュニ

ケーションの際に、同調

しすぎず自分の判断が

できる 

 

●トラブルが生じた際

に、客観的に自分と相

手の状況を判断し、冷

静に行動できる 

●場面や相手に合わ

せた適切な表現をする

ことができる 

 

●目的に応じて、最適

なコミュニケーションツ

ールや手法を使い分け

ることができる 

知
識 

●危険なウェブサイトや

誤った情報などが存在

することを知っている 
 

●個人情報の大切さな

ど、基本的な情報の取

り扱い方を知っている 

●インターネットを経由

した通信は、内容の記

録が必ず残ることを知

っている 

 

●一度発信した文章や

写真などのデジタル情

報は完全に消すことは

できないと知っている 

 

●相手の表情などが見

えないコミュニケーショ

ンは、意思疎通が難し

いことを知っている 

 

●インターネット上で

も、場面に応じた発信

が必要なことを知って

いる（文体、文量など） 

 

●了承を得ずに撮影し

てはいけないものがあ

ることを知っている 

●インターネットの公開

性を理解し、発信した

内容は世界中の人に

見られる可能性がある

ことを知っている 

 

●サービスによって情

報の公開範囲が異な

り、利用者がその判断

をしなければならないこ

とを知っている 

 

●オンラインコミュニケ

ーションでは、自分の

気持ちや情報を必要以

上に伝えてしまいがち

なことを知っている 

 

●ネット上での誹謗中

傷や名誉毀損は、未成

年でも罪に問われること

があることを知っている 

●インターネットが限り

ある資源であることを知

っている 

 

●インターネットを利用

する上で、最低限必要

な肖像権や著作権など

の法律やルールを知っ

ている 

 

●インターネット上では

かんたんに他人に成り

すますことができること

を知っている 

 

●オンラインコミュニケ

ーションでは、未知の

人物の言うことを過剰に

信用しがちであることを

知っている 

倫
理 

●約束や決まりを守る 
 

●危険や不安を感じた

ら大人に相談する 

●状況や気持ちを考

え、相手を思いやること

ができる 

●他者を傷つけない 

 

●自分を大切にする 

●情報社会の一員とし

ての自覚を持ち、責任

ある行動がとれる 

●公共公益の意識を持

って、インターネットを

活用し、情報社会の発

展に貢献できる 

表 1 
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新しい段階的利用モデル3 

 

  

                                                   
3 本報告書巻末に、拡大図を収録 

図 1 
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3.2.  地域密着型教育啓発事業及び 教育啓発の評価指標モデル 

 本研究会では、「保護者向けの教育啓発のあり方」4の実地検証を目的として、第三期に

あたる 2011 年度に「地域密着型教育啓発実証事業」を開始しました。4年目となる今年度

も、引き続きこれに取り組みました。 

 このうち横浜市本牧地区5、東京都渋谷区については両自治体の後援を得て、今年度も保

護者向け講座を開催することができました。また本研究会、県教育委員会、県 PTA 連合会

の協働という枠組みで二年目となる秋田県での取り組み6については、新たに県内 6会場に

て連続型保護者講座を開催しました。 

 これらに加え、昨年度から始まった札幌市教委の地域密着型による教育啓発取り組み7に

ついては、今年度も本研究会としてカリキュラム作成などに協力しています。また新た

に、青森県八戸市で始まった官民協働での教育啓発取り組みに対して、本研究会の連携団

体である一般社団法人セーファーインターネット協会8を通じた運営協力を行いました。 

 いずれの地域においても、連続型講座に先立ち、対象地域の保護者を対象に、家庭での

インターネット利用の実態や安全・教育に関する意識を把握するためのアンケート調査を

行っています。学校を経由した質問紙の配布回収方式での調査方法を採用しているため、

ウェブアンケート方式よりも、各地域での青少年のインターネット利用実態などがより偏

りなく把握できるものと考えています。今年度も、スマートフォンの普及やインターネッ

トデビューの低年齢化の傾向が、大都市圏以外でも着実に進行していることが確認出来ま

した。 

 この、中学校区程度のコンパクトな範囲を単位として教育啓発の働きかけを多面的に行

うという「地域密着型教育啓発」の考え方は、4年間の実践の中で、自治体や学校などの

関係者からも、一定以上の効果が期待できるという評価を得るに至っています。 

 今年度はさらに受講後の保護者の行動変容の予測のための調査項目も加えることで、研

修会開催の効果検証にも取り組みを始めました。その結果、多くの会場において、家庭で

の具体的な取り組みの必要性（知識の習得と行動への意欲）については高い水準で理解が

得られているものの、子どもへの働きかけなどの行動（行動を支えるさまざまな技術面）

についてはまだ自信が持てないという傾向が見られました。本研究会の開発・提供してい

るカリキュラム・教材等が目指してきた「構造や背景も含めた課題の理解」はある程度達

成出来ているものの、その先の保護者の行動支援については、まだ不足しているところが

少なくないことが確認出来ました。 

                                                   
4 第三期報告書「子どもたちのインターネット利用を支える保護者向け教育啓発のあり方」 

http://www.child-safenet.jp/activity/documents/report03.pdf 
5 地域密着型教育啓発への実践取り組み 自治体（横浜市）での採用例 http://www.child-

safenet.jp/case/case03.html 
6 本報告書の P.61 以降に、秋田県での今年度「地域サポーター養成講座」で使用した教材や、秋田県主

催のインターネットセーフティ推進委員会に提出した事業振り返り資料を収録 
7 http://child-safenet.jp/activity/131204.html 
8 一般社団法人セーファーインターネット協会（SIA）公式サイト http://www.saferinternet.or.jp/ 

http://www.child-safenet.jp/activity/documents/report03.pdf
http://www.child-safenet.jp/case/case03.html
http://www.child-safenet.jp/case/case03.html
http://child-safenet.jp/activity/131204.html
http://www.saferinternet.or.jp/
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4. 第六期活動の振り返りと今後の取組 

4.1.  第六期活動成果の活用 

オンラインコミュニケーション能力のモデル化においては今後、研究会ウェブサイトで

無償提供中のモデル教材「インターネットセーフティガイド」9などに新しい段階的利用モ

デルの考え方を反映させた上で、各地で進めている教育啓発実践の中で、その効果検証に

も取り組んでいきます。 

また、地域密着型教育啓発事業及び 教育啓発の評価指標モデルでは、今後も地方自治

体との協働を基盤とした保護者向け教育啓発の実践や支援を続けるとともに、より具体的

に保護者の行動支援につながるような、カリキュラムや教材の一層の充実に努めていきま

す。 

 

4.2.  謝辞 

今期の調査検討および教育啓発実践のいずれの取り組みにおいても、各地方自治体の担当

者や学校・PTA 関係者、地元立地企業の関係者などによる、本研究会の活動趣旨への理解

と献身的な関わり無しには、最後までたどり着くことの出来ないものばかりでした。ここ

にあらためて御礼を申しあげます。 

 また、地域密着型教育啓発実践については、横浜市・東京都渋谷区での事業推進につい

ては株式会社ミクシィ10、秋田県の「地域サポーター養成講座」への講師派遣について

は、ヤフー株式会社11ならびに株式会社ミクシィに、それぞれ取り組み内容へのご賛同と

ご協賛をいただき、誠にありがとうございました。 

 本研究会では、連携団体である一般社団法人セーファーインターネット協会と役割を分

担しながら、現場での実践に裏付けられた研究団体、専門家会議として、今後も「半歩先

の取り組み」を続けていく所存です。引き続きのご支援とご指導のほど、何とぞよろしく

お願い申しあげます。 

 

  

                                                   
9 教材一覧ページ http://www.child-safenet.jp/material/ 
10 株式会社ミクシィ http://mixi.co.jp/ 
11 ヤフー株式会社 http://www.yahoo.co.jp/ 

ヤフーと秋田県との取り組みについて「Good Internet Life for Children」

http://csr.yahoo.co.jp/report/volume8/index.html 

http://www.child-safenet.jp/material/
http://mixi.co.jp/
http://www.yahoo.co.jp/
http://csr.yahoo.co.jp/report/volume8/index.html
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第二章 オンラインコミュニケーション能力のモデル化 

 

1. 選定テーマ（第六期での実施概要）について 

 

1.1. 段階的利用モデルの評価と環境の変化 

 本研究会は、これまで第二期（2009 年度）の調査検討の結果として「段階的利用モデ

ル」12を提唱してきました。 

 いわゆる違法有害情報への接触、オンラインゲームなどの長時間利用、不適切な書き込

み（発信）など、インターネット利用リスク自体の認識や、それらリスクの捉え方によっ

て、家庭での子どもへのインターネットの与え方は、ともすれば「使わせるか使わせない

か」の二択になりがちです。しかし、リスクを避けようとするあまり、子どもをインター

ネットから引き離しているだけでは、18 歳になった時点で大人と同様に安全に活用するこ

とはむしろ難しくなります。またもちろん、大人と同じ使わせ方を発達途上の未熟な段階

で子どもに認めてしまっては、犯罪の被害者・加害者になる可能性や、子ども同士のトラ

ブルが必要以上に拡大する可能性が高まってしまいます。 

 本来は、子どもの能力発達と経験に応じて「段階的に利用範囲を広げて行く」あり方こ

そが望ましいものです。これが本研究会において「段階的なインターネット利用」を具体

化し、保護者に示してきた背景です。 

 「段階的利用モデル」は、「危ないから一切与えるべきではない」、「慣れるしかない

のだから制限は不要」といった方針のいずれもが、子どもたちの理想的なインターネット

デビューからはほど遠いという考え方を出発点にしています。その上で、学校現場で採用

されている情報モラル指導の原則との整合性を保ちながら、機器の置き場所やフィルタリ

ングサービスの利用など、一般の保護者でも容易に実現できる手段を組み合わせること

で、「メール送受信」「ウェブサイト閲覧」「ブログ作成」「チャット」「SNS 利用」な

ど利用させてもよいサービス種別を大きく四段階に分けて提示してきました。こうした考

え方は、学校現場はともかくとして、保護者向けに使いやすい表現になっているものが少

ないため、「段階的利用モデル」は、教育啓発の現場でも紹介されるようになりました。 

 しかし同モデルの発表当時と現在では、前提となる利用環境が大きく変わりました。た

とえば、子どもたちのインターネットデビューは、パソコンや携帯電話ではなく、携帯型

ゲーム機に移っています。また、子どもたちに一人一台のパソコンを与える家庭はきわめ

                                                   
12 第二期報告書「段階的利用モデルの提案と、小・中学生の子どもをもつ保護者向けの段階的利用モデル

教材の制作」 http://www.child-safenet.jp/activity/documents/report02.pdf 

及び段階的利用モデル http://www.child-safenet.jp/material/guide01_model.html 

http://www.child-safenet.jp/activity/documents/report02.pdf
http://www.child-safenet.jp/material/guide01_model.html
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て少数でしたが、パソコンと同様の能力を持つスマートフォンについては、子ども専用と

して与えることが珍しくなくなっています。これらに加え、コミュニケーションに用いら

れるツールが、青少年の間ではメールからメッセンジャーに移行したという指摘が多くな

されるようになってきました。その一方で、携帯電話でのインターネット利用では人気の

高かったホームページやプロフィールなどの単機能型サービスは、その相対的な魅力が大

きく低下しています。 

 本研究会として提唱してきた「段階的なデビュー」という考え方の重要性に変わりはあ

りません。しかし、こうした状況の変化に合わせて、各段階の区切り方やその内容を見直

す時期に至ったと考えました。 

 

1.2. 第六期の検討範囲 

 一般に、オンラインでのコミュニケーションに必要な力としては、機器が操作・設定出

来る、検索できるなど「情報へのアクセス・操作能力」、危険の判断や情報の取捨選択が

できる知識や背景の理解など「受信・解釈能力」、目的にふさわしい手段が選択できる、

適切な表現ができるなどの「発信能力」を挙げることができます。また、これらを支える

倫理や道徳、責任感など広い意味での「社会性」が備わっていることが前提となります。

こうした視点での検討は、広くオンライン版メディアリテラシーとは何かという議論にも

つながります。 

 しかし、今期の本研究会の検討では、より範囲を絞り込み、青少年間の 1対１またはグ

ループでのコミュニケーションツールとして頻繁に使われているメッセンジャーアプリ

や、Twitter などのソーシャルメディアの利用場面を前提として、現状の把握と活用に必

要な要素の整理に限って検討を行うこととしました。 

 また、その結果導き出されたオンラインコミュニケーション能力を高めるための「教育

のあり方」については来年度以降の検討に譲ることにしました。 

 

2. インターネット利用実態調査の実施 

 

2.1. 調査のねらい 

 掲示板や交流サイトなど公開された場でのやりとりと比べ、1対 1、グループ利用のい

ずれについても、オンラインコミュニケーションの実態は、当事者以外には分かりにくい

ものです。そこで、どのような機器・ツールを使い、どのような相手と、どのくらいの頻

度でオンラインコミュニケーションをしているのかを把握する目的で、アンケート調査を

することにしました。 
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 これらに加え、利用者が対面など日常的なコミュニケーションとは異なるとされる、オ

ンラインコミュニケーションの特性をどの程度理解しているのかや、オンラインコミュニ

ケーションについての自信の度合い、不安の中身といった点についても把握を試みまし

た。 

 

2.2. 調査方法 

 費用と網羅性の観点から、調査方法にはウェブアンケート方式を選びました。また、実

査は Fastask13に委託しました。調査期間は 2014 年 9月 19 日から 22日まででした。 

 高校 1年生から大学 4年生14の男女を調査対象とし、計 552 件の有効回答を得ました。

また利用実態の差を比較するため、青少年だけでなく、保護者も調査対象としました。保

護者については、青少年に合わせ、第一子に高校生または大学生の子どもを持ち、オンラ

インでのコミュニケーション経験を持つ保護者（男女）を調査対象とし、計 554 件の有効

回答を得ました。 

 なおウェブアンケート実施に先立ち、調査票作成の準備段階として、調査仮説策定のた

めにインターネット利用やオンラインでのコミュニケーションに関するグループインタビ

ューを実施しました。インタビューの開催は計二回で、対象は首都圏近郊の大学生15とし

ました。 

 

2.3 調査の結果 

 準備段階であるグループインタビューを実施した段階で、青少年層のオンラインコミュ

ニケーションの特徴として、次に挙げる四つの仮説にまとめました。 

 

(ア) 親しい相手とのカジュアルな利用が多く、初対面の相手などとのあらたまっ

た場面でのオンラインコミュニケーション経験は少ないのではないか 

(イ) スマートフォン利用者はメールよりもメッセンジャーの利用頻度が著しく高

いのではないか 

(ウ) 一定程度の不安感や難しさを感じながら利用しているのではないか 

(エ) オンラインコミュニケーションの特性については、利用経験を積むほどに理

解が深まるのではないか 

                                                   
13 Fastask（運営会社：株式会社ジャストシステム） http://monitor.fast-ask.com/ 
14 調査の趣旨や青少年のオンラインコミュニケーション実態からは、小学生（高学年）や中学生もアンケ

ート調査の対象とすべきところではあるが、小中学生の段階では、自分の利用実態などを客観的に振り返

るのは難しいと考えられること、また今回利用したウェブアンケート方式では、これらの学齢層を適切に

調査対象とすることは困難なため、高校生および大学生のみを対象とした。 
15 本研究会の玉田委員および七海委員の協力を得て、グループインタビューは江戸川大学および相模女

子大学の大学生を対象に実施した。 

http://monitor.fast-ask.com/
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これらを踏まえ、ウェブアンケート方式による本調査を実施した結果、 

 

(ア) 親しい相手とのカジュアルな利用が多く、初対面の相手などとのあらたまっ

た場面でのオンラインコミュニケーション経験は少ないのではないか 

(イ) スマートフォン利用者はメールよりもメッセンジャーの利用頻度が著しく高

いのではないか 

(ウ) 一定程度の不安感や難しさを感じながら利用しているのではないか 

 

の三点については、それぞれアンケート調査の結果からおおむね定量的に説明することが

出来ました。その一方、 

 

(エ) オンラインコミュニケーションの特性については、利用経験を積むほどに理

解が深まるのではないか 

 

については、定量的な裏付けとなるような調査結果を得ることは出来ませんでした。 

 

以下、それぞれ関連する具体的な調査結果を列挙します。 
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(ア) 親しい相手とのカジュアルな利用が多く、初対面の相手などとのあらたまった場

面でのオンラインコミュニケーション経験は少ないのではないか 

   

• 実際に青少年層にオンラインコミュニケーション頻度を聞いた質問では、密度の濃い

コミュニケーション（1日に複数回または 1日 1回）をとっている相手として、友人

（1日に複数回 46.0%、1日 1 回くらい 15.6%の合計で 61.6%）が最も多く、これに家

族（同合計 38.8%）が続きました。親しくない知人（同合計 10.9%）、直接面識はな

い相手（14.3%）とは大きく差が開きました。（グラフ 1） 

 

 

グラフ 1 
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3.2%

9.4%

23.6%
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あなたは次にあげる相手と、どのくらいの頻度でオンラインコミュニケーションをしていますか？当ては

まるものをお答えください。（単一回答）（n=554)

1日に複数回 1日1回くらい 週に数回 月に数回 年に数回 それ以下 オンラインコミュニケーションをしたことがない

家族 

友人 

親しくない 

知人 

直接は面識の 

ない相手 
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(イ) スマートフォン利用者はメールよりもメッセンジャーの利用頻度が著しく高

いのではないか 

 

• オンラインコミュニケーションで利用する利用機器は、青少年層ではスマートフォン

（1日に複数回 70.3%、1日 1 回くらい 8.7%の合計で 79.0%）が最多で、パソコン

（同合計 47.1%）、携帯音楽プレーヤー（同合計 23.9%）がこれに続きました。（グ

ラフ 2） 

 

グラフ 2 
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あなたが現在、オンラインコミュニケーションをする際に利用している機器と利用頻度につ

いて当てはまるものをお答えください。（単一回答）（n=554)

1日に複数回 1日1回くらい 週に数回 月に数回

年に数回 それ以下 利用していない

パソコン 

スマート 

フォン 

 

携帯電話 

 

タブレット 

携帯音楽 

プレーヤー 
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• オンラインコミュニケーションの際の利用ソフトウェア（アプリ）について、青少年

層ではメッセンジャー（同合計 69.9%）や Twitter などのブログ（同合計 48.2%）が

メール（同合計 44.1%）よりも多用される傾向が確認できました。（グラフ 3） 

 

 

グラフ 3 
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あなたがオンラインコミュニケーションで利用するソフト・アプリとその頻度について当て

はまるものをお応えください。（単一回答）（n=554)

1日に複数回 1日1回くらい 週に数回 月に数回

年に数回 それ以下 利用していない

 

メール 

LINE や Skype 

Facebook メッセンジャーなどの 

チャットメッセンジャー 

Twitter や 

Instagram などのブログ 
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• メールとメッセンジャーの利用頻度について、青少年層をさらに高校生（n=278）と

大学生（n=274）に分けてみると、メールについては大学生（同合計 46.4%）と高校

生（同合計 41.7%）でそれほど大きな差は見られませんでした。一方、メッセンジャ

ーの利用頻度は大学生（同合計 63.1%）と高校生（同合計 76.6%）で違いが見られま

した。特に「1日に複数回」メッセンジャーを利用するとの回答は高校生（65.8%）

と大学生（47.8%）の差が大きくなりました16。また Twitter などのブログについて

は、同じ青少年層でも女子（同合計 55.1%）の方が男子（同合計 41.3%）に比べて利

用頻度が約 14ポイントも高くなりました。（グラフ 4）、（グラフ 5）、（グラフ 

6） 

• また、メールの利用頻度は、スマートフォン非利用者（「1日に複数回」利用が

14.3%）と、スマートフォン利用者（同 26.2%）の差は 2倍以内に納まりましたが、

メッセンジャーの利用頻度は、スマートフォン非利用者（「1日に複数回」利用が

25.0%）と、スマートフォン利用者（同 62.2%）の間での差がきわめて大きくなって

いることがわかりました。（グラフ 7）、（グラフ 8） 

 

・メールの利用頻度 

 

 

グラフ 4 

 

 

  

                                                   
16初めて接した機器がスマートフォンか携帯電話かという世代差や、大学の講義に関連してメールの利用

が求められることが多いなどが要因として考えられる。 

23.0%

29.6%

18.7%

16.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

高校生

(n=278)

大学生

(n=274)

あなたがオンラインコミュニケーションで利用するソフト・アプリとその頻度について当てはまる

ものをお応えください。（単一回答）（メール）

1日に複数回 1日1回くらい 週に数回 月に数回 年に数回 それ以下 利用していない
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・LINE や Skype・Facebook メッセンジャーなどのチャット・メッセンジャーの利用 

 

 

グラフ 5 

 

 

・Twitter や Instagram などのブログの利用 

 

 

グラフ 6 

 

 

 

 

 

 

65.8%

47.8%

10.8%

15.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

高校生

(n=278)

大学生

(n=274)

あなたがオンラインコミュニケーションで利用するソフト・アプリとその頻度について当て

はまるものをお応えください。（単一回答）（LINEやSkype・Facebookメッセンジャーな

どのチャット・メッセンジャー）

1日に複数回 1日1回くらい 週に数回 月に数回 年に数回 それ以下 利用していない

28.3%

43.1%

13.0%

12.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男子（n=276）

女子（n=276）

あなたがオンラインコミュニケーションで利用するソフト・アプリとその頻度について当てはまるものを

お応えください。（単一回答）（TwitterやInstagramなどのブログ）

1日に複数回 1日1回くらい 週に数回 月に数回 年に数回 それ以下 利用していない
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・スマートフォン利用の有無によるメール利用頻度 

 

 

グラフ 7 

 

 

・スマートフォン利用の有無によるメッセンジャー利用頻度 

 

 

グラフ 8 

 

 

26.2%

14.3%

17.8%

14.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

スマホ利用者(n=473)

スマホ非利用者(n=28)

あなたがオンラインコミュニケーションで利用するソフト・アプリとその頻度について当てはまるものを

お応えください。（単一回答）（メール）

1日に複数回 1日1回くらい 週に数回 月に数回 年に数回 それ以下 利用していない

62.2%

25.0%

12.5%

14.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

スマホ利用者(n=473)

スマホ非利用者(n=28)

あなたがオンラインコミュニケーションで利用するソフト・アプリとその頻度について当てはまるものを

お応えください。（単一回答）（LINEやSkype・Facebookメッセンジャーなどのチャット・メッセン

ジャー）

1日に複数回 1日1回くらい 週に数回 月に数回 年に数回 それ以下 利用していない
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(ウ) 一定程度の不安感や難しさを感じながら利用しているのではないか 

 

• オンラインコミュニケーションにおいて、相手との意思疎通がうまくいかずに困っ

た、嫌な思いをしたという経験の有無について、「よくある」または「時々ある」と

回答した青少年は、1対 1の場合で 49.2%、数人グループ利用で 42.0%となりまし

た。「全くない」という回答は少数派でした。（グラフ 9） 
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グラフ 9 

 

• オンラインコミュニケーションに関わる悩みや不安について、当てはまるものを青少

年に聞いた質問では「伝わる文章がうまく書けないことがある」（「よくあてはま

る」と「まああてはまる」の合計で 59.8%）、「相手の本当の気持ちがよく分からな

いことがある」（同合計 59.4%）を筆頭に、「長引いた会話をうまく切り上げられな

6.5%

10.3%

3.6%

7.8%

3.4%

6.3%

3.1%

6.3%

26.4%

38.9%

16.4%

34.2%

12.8%

23.9%

11.7%

19.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

保護者

青少年

保護者

青少年

保護者

青少年

保護者

青少年

1
人

（
1
対

1
）

数
人

（
グ
ル
ー
プ
）

1
0
名
以
上

（
全
て
顔
見

知
り
の
グ

ル

ー
プ
）

1
0
名
以
上

（
顔
見
知
り

以
外
の
メ

ン
バ
ー
も

含
ま

れ
る
グ
ル

ー
プ
）

あなたは、オンラインコミュニケーションで、相手との意思疎通がうまくいかずに困ったこ

と、嫌な思いをしたことはありますか？それぞれの項目について当てはまるものをお答えく

ださい。（単一回答）（n=554)

よくある 時々ある あまりない 全くない

１人 

（１対１） 

数人 

（グループ） 

10 名以上 

（全て顔見知りのグループ） 

10 名以上 

（顔見知り以外のメンバーも 

含まれるグループ） 
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いことがある」（同合計 53.8%）「相手からの返信が来なくて不安になったり不満を

感じることがある」（同合計 52.7%）が続きました。（グラフ 10） 

 

 

グラフ 10 

 

 

 

4.7%

13.4%

4.5%

12.7%

7.9%

19.0%

5.8%

18.1%

7.0%

13.2%

5.6%

15.9%

37.5%

39.3%

30.7%

33.3%

42.1%

40.8%

46.6%

41.3%

24.7%

35.1%

33.8%

37.9%

40.6%

32.1%

42.4%

36.1%

36.6%

28.8%

35.9%

29.2%

44.8%

32.4%

41.5%

30.6%

17.1%

15.2%

22.4%

17.9%

13.4%

11.4%

11.7%

11.4%

23.5%

19.2%

19.1%

15.6%
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保護者

青少年

保護者
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れ
な
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と
が
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る

あなたのオンラインコミュニケーションに関わる悩みや不安はどのようなものですか？それ

ぞれの項目について当てはまるものをお答えください。単一回答）（n=554)

よくあてはまる まああてはまる あまりあてはまらない 全くあてはまらない

相手からの返信が来なくて 

不安になったり、 

不満を感じることがある 

何も連絡が来なくて 

さびしかったり 

不安に思うことがある 

伝わる文章が 

うまく書けないことある 

相手の本当の気持ちが 

よく分からないことがある 

着信が多すぎて 

面倒に思うことがある 

長引いた会話を 

うまく切り上げられないことがある 



子どもたちのインターネット利用について考える研究会 

第六期報告書 

 

- 23 - 

 

一方、 

 

(エ) オンラインコミュニケーションの特性については、利用経験を積むほどに理

解が深まるのではないか  

 

については、全体の 9 割近くが、感情の伝わりにくさについて「知っていた」（「よく知

っていた」と「なんとなく知っていた」の合計）と回答し、また自己開示の促進傾向につ

いては、同じ青少年層の中でも、利用経験が相対的に少ないと考えられる高校生が大学生

よりも 10ポイント近く上回る約 75%も「知っていた」とするなど、事前の仮説を裏付ける

ような結果にはなりませんでした。（グラフ 11）（グラフ 12） 

 

 

グラフ 11 

 

50.9%

43.1%

36.6%

43.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

青少年（n=552)

保護者（n=554)

オンラインコミュニケーションには『対面でのコミュニケーションや音声でのコミュニケーション（電話

など）と比べて、感情などがうまく伝わりにくい』という性質があると言われていますが、あなたはこれ

を知っていましたか？（単一回答）

よく知っていた なんとなく知っていた あまり知らなかった 全く知らなかった
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グラフ 12 

 

また、オンラインコミュニケーションの諸特性の理解度と、スマートフォンの利用経験

開始時期（3年以上前と 1年以内、高校生のみでクロス集計）との相関関係を確認しまし

たが、利用開始時期に関わらずほぼ同様の回答傾向となり、有意な差は認められませんで

した。（グラフ 13）、（グラフ 14）、（グラフ 15） 

 

 

グラフ 13 

 

35.3%

31.8%

39.6%

34.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

高校生(n=278)

大学生(n=274)

オンラインコミュニケーションには『対面でのコミュニケーションや音声でのコミュニケーション（電話

など）と比べて、自分の気持ちや情報を必要以上に多く伝えてしまいやすい（つい打ち明けてしまうな

ど）』という性質があると言われていますが、あなたはこれを知っていましたか？（単一回答）

よく知っていた なんとなく知っていた あまり知らなかった 全く知らなかった

52.7%

46.2%

33.8%

38.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

スマホ利用1年以内(n=1年以内)

スマホ利用3年以上(n=3年以上)

オンラインコミュニケーションには『対面でのコミュニケーションや音声でのコミュニケーション（電話

など）と比べて、感情などがうまく伝わりにくい』という性質があると言われていますが、あなたはこれ

を知っていましたか？（単一回答）（高校生）

よく知っていた なんとなく知っていた あまり知らなかった 全く知らなかった
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グラフ 14 

 

 

グラフ 15 

 

 仮説（エ）が定量的に裏付けられなかったことについては、本来、調査設計時点で、回

答者の自己評価だけでなく、客観的に理解度や態度行動などをはかる質問を組み込むべき

ところ、検討と配慮が欠けていたことが最大の理由と考えられます。 

 また青少年の場合、使われるサービスやソフトウェア（アプリ）がインターネット利用

を本格的に始める時期によって大きく異なるなど世代差が見られること、中学・高校への

進学時などに一斉にデビューすること、オンラインに限らずコミュニケーション能力が急

速に発達する時期であり、個人差も大きいことなども影響している可能性があります。 

35.1%

38.5%

40.5%

35.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

スマホ利用1年以内(n=1年以内)

スマホ利用3年以上(n=3年以上)

オンラインコミュニケーションには『対面でのコミュニケーションや音声でのコミュニケーション（電話など）と

比べて、自分の気持ちや情報を必要以上に多く伝えてしまいやすい（つい打ち明けてしまうなど）』という性質が

あると言われていますが、あなたはこれを知っていましたか？（単一回答）（高校生）

よく知っていた なんとなく知っていた あまり知らなかった 全く知らなかった

36.5%

41.5%

33.8%

30.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

スマホ利用1年以内(n=1年以内)

スマホ利用3年以上(n=3年以上)

オンラインコミュニケーションには、『対面でのコミュニケーションや音声でのコミュニケーション（電

話など）と比べて、使われる文章表現がより率直になるなど、自分の感情をそのまま伝えすぎてしまう』

という性質があると言われていますが、あなたはこれを知っていましたか？（単一回答）（高校生）

よく知っていた なんとなく知っていた あまり知らなかった 全く知らなかった
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 この点については今後、あらためて同一年齢（学年）の青少年間での比較を試みるな

ど、より詳細の調査と検討が必要です。 

 また、青少年層の方が「（自分の）オンラインコミュニケーションはうまく出来てい

る」との回答率が保護者層よりも高めの結果となりました。この結果には、一般に青少年

の方が、オンラインコミュニケーションに抵抗がなく、実質的な利用時間も長く経験が豊

富であることが影響していると考えられますが、前提となる「コミュニケーションがうま

く出来ている」という認識自体についての保護者層との定義のズレや、「コミュニケーシ

ョン」そのものについての理解の浅さが隠れているという可能性も残ります。こうした点

についても、より掘り下げた分析と教育啓発場面での配慮が必要です。 

 

 なお、調査質問項目および結果の全文については、四章（本報告書 P.50）に収録してい

ます。 

  

2.4 考察 

 「感情の伝わりにくさ」や「必要以上の自己開示をしがち」など、オンライン特有のコ

ミュニケーションの難しさについては、保護者層についても青少年層と同様の悩みや不安

を感じつつ利用していました。発達途上の青少年に限った話なのではなく、まだ歴史の浅

いオンラインコミュニケーションを利用する際の根源的な問題でもあることが、確認でき

たといえます。 

 ただし、オンラインコミュニケーションの特性への配慮不足から、スマートフォンの持

ち始めの時期に、同級生間でのメッセンジャー利用トラブルが急増しているという学校現

場の声を聞くことが多い中でも、今回のウェブアンケート調査の対象となった、ある程度

の利用経験を持つと考えられる高校生・大学生多くの青少年については、そうした特性に

ついて把握している回答者が多かったことは、好材料と見ることができます。 

 今後は、小学校高学年や中学 1年生など、地域ごとに多くの青少年がスマートフォンデ

ビューをする時期に合わせて、予めオンラインコミュニケーションの特性の理解を促すよ

うな教育啓発の機会を増やすことで、トラブル抑制の効果も期待できそうです。ただしそ

の際、「知識」としては分かっていても、実際の行動に結びつかないというギャップを埋

める工夫が求められます。 

 一方、回答者のオンラインコミュニケーション経験の多くが、家族、親しい友人など

「身内」感覚で付き合える相手に留まっていました。距離的・時間的・社会的な制約が少

ないコミュニケーション手段という、インターネットの本来の特徴を生かすためには、顔

を知らない相手とのコミュニケーションの経験が必要不可欠です。今後、社会全体でのイ

ンターネット活用を考える際には、オンラインコミュニケーション経験に留まらず、対面

や電話などインターネットを利用しない形態も含めた、多面的なコミュニケーションの場
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面をどのように増やし、適切な経験を積みながら能力を伸ばしていくのかという視点が欠

かせません。 

 最後に、オンラインコミュニケーションの際に使われるソフトウェア・アプリや機器の

いずれについても、やはり大きく様変わりしていました。家庭での理想的なインターネッ

トデビューについて考える土台となる「段階的利用モデル」を、そうした現実に合わせて

修正すべきことを裏付ける結果となりました。 
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3. オンラインコミュニケーション能力モデルの提案 

 

3.1. 検討の前提 

 オンラインでのコミュニケーションの難しさを自らも感じている大人は少なくありませ

んが、それを他者に具体的に説明するのはさらに難しいものです。そこで本研究会では、

保護者や教育啓発の関係者の課題理解を助けることを目的に、適切なオンラインコミュニ

ケーションに欠かせない能力要素を構造的に示す方法を検討することにしました。またそ

の際、これまで本研究会が提唱してきた「段階的利用モデル」を修正し、これと統合的に

説明することとしました。 

 もともと、段階的利用モデルは、学校現場での情報モラル指導の基本的なガイドライン

である「情報モラル指導モデルカリキュラム表」17を、その趣旨を損なうことなく一般家

庭でも参照可能とするためにわかりやすく簡略化するところに出発点がありました。 

 結果として、「サイト閲覧のみ」から始まり、「メール利用の開始」「自分のページで

の発信利用」、より高度な「チャットや交流サイトの利用」までを、利用可能なサービス

種別ごとに四段階で区分した上で、その区切りをパソコンなど情報の置き場所やフィルタ

リングによる行き先の制限によって実現するという枠組みを提案するに至りました。 

 また、安全かつ効率的にインターネットを利用するためには「モラル・コミュニケーシ

ョン能力面で必要な力」と「知識・スキル面で必要な力」の二種類をバランスよく身につ

ける必要があると指摘し、四つの段階ごとに満たされるべきポイントを例示しました。

（図 2） 

 今回のオンラインコミュニケーション能力についての検討でも、こうした「利用可能な

範囲を段階分け」した上で、「それぞれの段階ごとに必要な能力要素を例示する」という

段階的利用モデルの基本的な構造を踏襲することにしました。また、学校現場での情報モ

ラル指導の基本となっている「情報モラル指導モデルカリキュラム表」やそこで使われて

いるキーワード等を基本としながらも、ソーシャルメディア利用の一般化など、新しい利

用環境に関わる部分については、これにとらわれず、現実に即した形で独自に検討するこ

としました。 

  

                                                   
17 文部科学省 情報モラル指導モデルカリキュラム表 

http://www.mext.go.jp/component/a_menu/education/detail/__icsFiles/afieldfile/2010/09/07/1296869.pd

f 

http://www.mext.go.jp/component/a_menu/education/detail/__icsFiles/afieldfile/2010/09/07/1296869.pdf
http://www.mext.go.jp/component/a_menu/education/detail/__icsFiles/afieldfile/2010/09/07/1296869.pdf
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これまでの段階的利用モデル抜粋（2009 年度発表） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2 



子どもたちのインターネット利用について考える研究会 

第六期報告書 

 

- 30 - 

 

3.2. 段階分けの検討 

 前章で紹介した通り、利用実態調査の結果で確認できた大きな変化の一つが、かつては

存在していた「メール」「プロフィールページ」「ホームページ」「交流（コミュニテ

ィ）サイト」といったサービス種別ごとのステップアップ的な使い分けは、現在ではほと

んど意味を持たず、インターネットへのデビューと同時に参加発信型利用が当たり前化し

ているという点でした。 

 一方、参加発信利用とはいっても、家族や親しい友人など、近い間柄での利用がほとん

どであり、より難度が高いと考えられる「顔を知らない相手」とのコミュニケーションは

それほど盛んではありませんでした。 

 こうした現実を受け、今回のオンラインコミュニケーション能力についての検討では、

参加発信型のサービスを提供種別ごとに位置づけるのではなく、「家族など信頼できる大

人」、「顔を知っている友人」、「顔を知らない相手」の三段階に分けてコミュニケーシ

ョンの範囲＝相手を限定することで、能力発達にふさわしい適切な経験を積んでいくべき

という考え方を採ることにしました。 

 またもちろん「受信閲覧型」の利用と比べると「参加発信型」の利用リスクが高いこと

に変わりはありません。最終的に段階的利用モデルへの統合の段階では、インターネット

利用開始の第一段階として「サイト閲覧（のみ）を認める」を位置づけています。 

 また、各段階の区切りをつけるための具体的な手段としては、フィルタリングなど、情

報機器に搭載されている保護者管理機能の利用と、家庭内での情報機器の利用場所や保護

者の関わり方を示しました。 

 こうした検討の結果、オンラインコミュニケーションを認める前段階として、比較的安

全度の高い「サイトの閲覧」利用に必要な能力要素を挙げ、インターネット利用を始める

にあたって「サイトの閲覧のみを認める（Step1）」、オンラインコミュニケーションを

体験するための「家族など信頼できる大人のみへのオンラインコミュニケーションを認め

る（Step2）」、オンラインコミュニケーションの入門期にあたる「顔を知っている友人

への発信を認める（Step3）」、オンラインコミュニケーションへの習熟をはかる「顔を

知らない相手への発信を認める（Step4）」の四段階で区分することにしました。 

 なおこのうち「Step3」については、顔を知っている友人への発信を、さらに「1対 1で

の利用」「グループでの利用」の二段階に分けて、難易度の差を補助的に表現していま

す。顔を知っている友人間であっても、複数の相手と同時並行的にコミュニケーションが

進むメッセンジャーアプリなどのグループ利用では、全体としてのコミュニケーションの

流れを自分で制御することが難しくなり、トラブルも増える現実を反映させています。 

 また「Step4」についても、顔を知らない相手宛の発信や相手との交流を、同様の二段

階に分けています。 
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3.3 求める力の検討 

 続いて、各段階でのインターネット利用に求められる力をどのように整理、表現するか

について検討します。 

 既に述べた通り、以前の「段階的利用モデル」（図 2）では、「モラル・コミュニケー

ション能力面で必要な力」と「知識・スキル面で必要な力」という大きな二つの区分を示

した上で、各段階ごとに満たしているべきポイントを列挙していました。この、二つの力

をバランスよく伸ばしていくことが大切という説明は分かりやすく、説得力があります。 

 しかし、より詳細に検討をしていくと、たとえば、やや方向感の異なる「モラル」と

「コミュニケーション能力」をまとめていることについては、時に分かりにくさも感じら

れました。また、「知識」と「スキル」についても同様に、「知っている」と「できる」

の差をより明確に表現すべきではないかと考えられるものでもありました。 

 そこで今回の検討では、求められる力を「能力（スキル）」「知識」「倫理」の三つに

区分し直すとともに、段階ごとに特有のトラブルを挙げた上で、その克服や予防・抑制に

必要な具体的な要素をそれぞれ列挙、例示していくこととしました。（図 1 参照） 

  

「Step1」 

 まずサイト閲覧のみを認める「Step1」では、フィルタリングなどで一定程度の予防は

可能18なものの、ウイルス感染や架空請求詐欺、個人情報窃取など悪意のあるサイトへの

接触の懸念があります。また意図的かそうでないかに関わらず、信憑性の低い情報や、攻

撃的な文章、残虐な画像・動画が掲載されたページなどに出会う可能性もあります。サイ

ト側の問題だけでなく、利用者自らが面白い動画などを繰り返し閲覧したり、次々と探し

回ることなどで利用が長時間化することも少なくありません。こうしたトラブルを防ぐた

めには、「能力」面で「機器の基本操作ができる」他、「情報の信ぴょう性を確認するこ

とができる」「健康や学習時間に配慮し、節度のある使い方ができる」ことが求められま

す。また「知識」面ではインターネット上には「危険なウェブサイトや誤った情報などが

存在することを知っている」や「個人情報の大切さなど、基本的な情報の取り扱い方知っ

ている」ことが大切になります。さらに、「倫理」面については、「約束や決まりを守

る」「危険や不安を感じたら大人に相談する」といった点を満たしていることが必要でし

ょう。 

 

 

                                                   
18 デビュー時期にあたる Step1 ではかなり多くの分野をフィルタリングの制限対象とすることになる

が、その後、利用者（青少年）の能力などの向上に応じて、対象分野を減らしていくなど「フィルタリン

グを徐々に緩めていく」ことになる。ただし、残虐画像・動画が掲載されたページや詐欺サイトなど、大

人でも望まない分野については、利用者側が自らの身を守る目的で、Step4 やそれ以降でも、フィルタリ

ングによる制限対象とし続けることも効果的と考えられる。 
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「Step2」 

 次の段階では、家族など信頼できる大人のみへの発信を認め、オンラインコミュニケー

ションを体験させます。メッセンジャーアプリやメールなどを利用して、初めて自分の考

えを文章や写真・動画として他者に発信するようになることから、不適切な内容を送る、

相手の都合を考えずに使う、所期の目的を達成する文章がうまく書けないといった失敗が

想定されます。 

 したがって「能力」面では、「文章で用件や気持ちを適切に表現できる」「文章が相手

の気持ちを適切に表現しているとは限らないことを知っている」といった点について、そ

れぞれ基礎的な段階には達している必要があるでしょう。また「知識」面では、「インタ

ーネットを経由した通信は内容の記録が必ず残ることを知っている」「一度発信した文章

や写真などのデジタル情報は完全に消すことはできないと知っている」「相手の表情など

が見えないコミュニケーションは意思疎通が難しいことを知っている」「インターネット

上でも、場面に応じた発信が必要なことを知っている（文体、分量など）」「了承を得ず

に撮影してはいけないものがあることを知っている」ことが前提となります。加えて「倫

理」面でも「状況や気持ちを考え、相手を思いやる」ことがどこまで出来ているのか、試

されるようになります。 

 

「Step3」 

 その次の段階ではいよいよ、顔を知っている友人宛のみ発信を認めることになります。

いわば、オンラインコミュニケーション入門期にあたります。同級生など仲が良い友だち

が相手であっても、メッセンジャーなどの利用に伴う対人トラブルが頻発しがちです。そ

の多くはちょっとした行き違いや、その行き違いを恐れるが故にスマートフォンなどの情

報機器が手放せなくなるという影響に留まりますが、中には、攻撃的な言葉を投げつけた

り、グループ機能を用いた仲間はずれや陰口の応酬、嫌がらせの文章や写真・動画を投稿

するなどの不適切な利用も見られます。また、メッセンジャーのように閉じた空間ではな

く、本来開放されている空間である Twitter などのブログや掲示板上でも、プライベート

なコミュニケーションをする青少年が少なくありません。そういった場に不適切な文章や

写真・動画を投稿してしまうと、第三者の目にとまり、批判的なコメントが殺到したり、

本人を特定され、プライバシーがインターネット上に拡散してしまうなどの取り返しのつ

かない結果にもつながります。 

 そのため、この段階では「能力」面としては「オンラインコミュニケーション体験期」

での各要素をより高い水準で求められるようになる上、「不快なメッセージなどに冷静に

対応できる」「複数人でのコミュニケーションの際に、同調しすぎず自分の判断ができ

る」「トラブルが生じた際に、客観的に自分と相手の状況を判断し、冷静に行動できる」

ことも必要になります。また、「知識」面では「インターネットの公開性を理解し、発信
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した内容は世界中の人に見られる可能性があることを知っている」「サービスによって情

報の公開範囲が異なり、利用者がその判断しなければならないことを知っている」「オン

ラインコミュニケーションでは、自分の気持ちや情報を必要以上に伝えてしまいがちなこ

とを知っている」「ネット上での誹謗中傷や名誉毀損は、未成年でも罪に問われることが

あることを知っている」などが重要になってきます。「倫理」面では「他者を傷つけな

い」と「自分を大切にする」ことをうまく両立させることが大切になります。 

 

「Step4」 

 顔を知らない相手宛の発信や相手との交流を認めることで、オンラインコミュニケーシ

ョンへの習熟をはかる最終段階では、いよいよ本当の意味でのオンラインコミュニケーシ

ョンが始まります。インターネットを経由した他者との関わりには、地理的な差にとらわ

れない意見交換や交流などの大きな魅力がある反面、インターネット上での交流が性犯罪

被害のきっかけになるなど、発達途上の青少年の未熟さにつけ込んだ攻撃を悪意のある大

人から受ける懸念があります。また、発信内容がさまざまな価値観を持つ他者の目に触れ

ることで、好ましくない結果を招く場合もあります。 

 したがってこれまでの三段階でそれぞれ求められた三つの力の各要素をさらに高める必

要があるのはもちろん、「能力」面では、「場面や相手に合わせた適切な表現をすること

ができる」ことや「目的に応じて、最適なコミュニケーションツールや手法を使い分ける

ことができる」ことが必要になってきます。また「知識」面では「インターネットが限り

ある資源であることを知っている」「インターネットを利用する上で、最低限必要な肖像

権や著作権などの法律やルールを知っている」「インターネット上ではかんたんに他人に

成りすますことができることを知っている」「オンラインコミュニケーションでは、未知

の人物の言うことを過剰に信用しがちであることを知っている」ことが大切になります。

さらに「倫理」面では、「情報社会の一員としての自覚を持ち、責任ある行動がとれる」

「公共公益の意識を持ってインターネットを活用し、情報社会の発展に貢献できる」とい

ったことも求められる段階です。 
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新しい段階的利用モデル（再掲）19 

 

  

                                                   
19 本報告書巻末に、拡大図を収録 

図 3 
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3.4. 新しい「段階的利用モデル」の課題 

 ここまで、オンラインコミュニケーションの範囲（相手）を元にした新しい「段階的利

用モデル」での段階分けおよびそれぞれの段階で求める力について検討をしてきました。

早い段階からの個人別情報機器の所有やメッセンジャーアプリの利用など、最新の利用状

況を踏まえ、より安全なインターネットデビューのために求められる力と段階的な利用範

囲を整理することができました。 

 ただし、家庭において保護者などが各段階を区切るための具体的な手段が乏しいことが

課題です。以前の「段階的利用モデル」（図 2）では、掲示板や交流サイトなどのサービ

ス種別を段階ごとに位置づけていました。こうした区分であれば、フィルタリングや機器

ごとの保護者管理機能によって、利用を容易に制限することができます。また、パソコン

での利用開始を前提として、保護者が隣で見守る、家庭内の目の届くところに機器を設置

するなどの手段も併用することを推奨していました。 

 しかし今回の新しい「段階的利用モデル」では、サービスの種別や外形的な差ではな

く、「それらのサービスを利用して誰とコミュニケーションを行うのか」に着目して、利

用段階を区分しています。 

 残念ながら、現状のフィルタリングや機器ごとの保護者管理機能では、その仕組み上、

そうした制限はかなり限定的にしか行えません。また、技術的には、各ソフトウェア（ア

プリ）やサービス側にて利用範囲を設定できる20ことが最も自然ですが、現時点でそうし

た区分や、保護者がその種の設定を管理できる21ようになっているサービスはほとんど見

当たりません。 

 そのため、コミュニケーション相手を誰にするのかなど、各段階で認められる利用範囲

については、青少年と保護者がともにその意義を共有した上で、自律的に運用する必要が

あります。 

 また、設置場所が固定されるパソコンとは異なり、スマートフォンなど携帯型情報機器

の利用が当たり前になっている中、家庭内での利用場所による制限についても、段階の区

切り方を親子でのルール化などに頼るしかありません。 

 さらには、子どもたちの能力（スキル）や知識、倫理面での力がどの段階にあるのか、

どう伸ばしていくのかについては、保護者がよく注視し、子どもの気質なども踏まえて判

断することが前提となっています。 

 今回の新しい「段階的利用モデル」には、そうした限界が存在していることに留意する

必要があります。 

  

                                                   
20 たとえばメッセンジャーアプリのコミュニケーションの相手を「家族」「顔を知っている友人」「顔を

知らない相手」などに分けて管理した上で、それぞれ利用できる機能を分けるなど。 
21 コミュニケーション相手の登録機能を暗証番号などで保護した上で、新規追加の際にはその都度保護

者等の承認を必要とするなどが考えられる。 
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図 4 新しい段階的利用モデルの課題 
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4. 今後に向けて 

 

4.1. 調査検討の残課題と研究会の今後の取り組み、関係先への期待  

 今期の調査検討「オンラインコミュニケーション能力のモデル化」では、本研究会が提

供するモデル教材や、教育啓発実践の基本となってきた、「段階的利用モデル（2009 年度

発表）」の再検討を行いました。今後、モデル教材の改訂を進めるとともに、来年度から

の教育啓発実践においては、新しい段階的利用モデルを基本としたカリキュラムでの講座

運営を行う予定です。 

 その他、関係省庁や地方自治体、保護者団体などにも、教育啓発の場面において、特定

のアプリの利用に伴うトラブルなど、表面的な部分にとらわれがちなところ、オンライン

コミュニケーション能力発達の本質について伝え、考えてもらう必要があることを伝えな

がら、本検討結果の活用や応用を働きかけていきます。 

 

 一方、事前のグループインタビューの段階では仮説とされながらも、ウェブアンケート

調査の結果だけでは定量的な説明が難しかった、利用経験とオンラインコミュニケーショ

ンの特性の理解の相関、オンラインコミュニケーションとオフラインコミュニケーション

の力の相関については、次年度以降、機会を見つけて調査と検討を進めていきます。 

 さらに、オンラインコミュニケーション能力を構成する要素が、新しい段階的利用モデ

ルの中で説明されたことを受け、今後、各段階で求められる力の見きわめ方の例示などを

含め、そうした能力を向上させるための教育のあり方についても、検討を加えていきま

す。 

 

 なお、今年度改訂を行った「段階的利用モデル」では、「オンラインコミュニケーショ

ンの相手を利用者との関係の遠近や信頼の度合いに合わせて段階的に拡大していく」こと

を、適切なインターネットデビューの前提に位置づけています。 

 ところが、現実にはほとんどのソフトウェア（アプリ）やサービスでそうした機能が提

供されておらず、既存のフィルタリングや外部アプリや情報機器上の保護者管理機能のみ

で、この点を克服することは技術的にも困難と考えられます。 

 そこで、青少年に利用されることが多いオンラインコミュニケーション用のソフトウェ

ア（アプリ）やサービスの提供事業者には、「青少年保護・バイ・デザイン」の観点か

ら、今回の「段階的利用モデル」の提案を参考に、保護者または青少年自身にてコミュニ

ケーション相手の範囲を制限することができる仕組みを実装することを求めます。 

 また将来的にはそうした仕組みの有無や使いやすさが、フィルタリングリスト提供事業

者や第三者機関などがソフトウェア（アプリ）やサービス上を外部評価する際の評価基準

の一部となることを期待しています。  
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第三章 地域密着型教育啓発事業及び 教育啓発の評価

指標モデルの実践 

 

1. 第五期提言の概要振り返り 

 子どもたちのインターネット安全利用についての教育啓発の機会が増加する反面、その

実績を計る指標は、開催の回数や受講者数といった量的なものか、受講者の満足度をその

都度測定する程度に留まるものがほとんどであり、研修会開催の効果を直接計るための手

法の開発、普及は大幅に立ち遅れています。そのため、昨年度（第五期）の本研究会で

は、教育啓発の評価指標のあり方について検討しました。22 

 研修会開催の効果を測定する際、最も理想的なのは、研修会受講者の行動の変化を追跡

することですが、主催者・受講者への負担を考えるとこの手法は現実的ではありません。

そこで本研究会では、それに代わるものとして、研修会受講時点での受講者の行動意図と

その後の行動変化の実際を測定する小規模な実証実験を行い、その結果から評価指標モデ

ルを提案しました。 

 今後、より大規模な測定を行いこのモデル自体の改良をしていくことも必要ですが、そ

の前に、実際の研修会開催場面での同モデルを用いた効果測定が直近の課題となっていた

ため、今期の本研究会の教育啓発実践では、研修会後のアンケート項目に、行動意図を聞

くための質問を追加し、小規模ながら、効果測定を試みることにしました。 

  

                                                   
22 第五期報告書「啓発教育の評価指標のあり方と地域密着型教育啓発の実践」 http://www.child-

safenet.jp/activity/documents/report05.pdf 

http://www.child-safenet.jp/activity/documents/report05.pdf
http://www.child-safenet.jp/activity/documents/report05.pdf
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2. 今期の各地での取り組みの実際 

 

2.1 取り組みの全体像 

 今年度は、計 5地域での教育啓発実践に取り組みました。 

表 2 

 

 このうち、横浜市、東京都渋谷区、秋田県と札幌市については、それぞれの枠組みにお

いては、昨年度とおおむね同様の取り組みとなりました。 

 横浜・渋谷・秋田については、協賛企業の費用面での支援により、計 32回の講座全て

に本研究会から講師を派遣し、利用状況の変化に合わせたカリキュラムの見直し、企画運

営部分の改善を主な目的として取り組みを進めました。 

 また、札幌市の取り組みは市の委託事業として、平成 25年度から実証的に行われてい

るもので、今年度は市内の二つの地域（中学校区）を会場に、保護者・教職員・児童生徒

自治体名 

（協働先など） 
本研究会の立場 実施校／地域 

研修会 

対象者 
研修会の財源 

横浜市 

（横浜市教育委

員会後援） 

主催 本牧地区 1会場 

（中学校2校／小

学校 4 校合同で

の取組） 

保護者 協賛 

（株式会社ミクシィ） 

東京都渋谷区 

（渋谷区教育委

員会後援） 

主催 小学校区 2会場 保護者 協賛 

（株式会社ミクシィ） 

秋田県 

（秋田県教育委

員会主催） 

協働 中学校区６会場 

（県北部/中央/

南部から各 2 会

場） 

保護者 

教職員 

（ 一 部 地

域） 

協賛 

（ヤフー株式会社およ

び株式会社ミクシィ） 

札幌市 

（札幌市教育委

員会主催） 

協力 中学校区 2会場 保護者 

教職員 

児童生徒 

市費 

（委託事業） 

八戸市 

（八戸 IT・テレマ

ーケティング未来

創造協議会主

催） 

協力 

（SIA 経由） 

中学校区 1会場 保護者 

教職員 

児童生徒 

協議会予算 
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のそれぞれに対する研修会や特別授業を実施しました。本研究会では、教材の制作などの

面から、同事業および同事業を受託した民間事業者への協力を行いました。

 

写真 1 札幌市内での児童向け講座のようす 
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写真 2 札幌市内での保護者向け講座のようす 

 

 「全県規模・自治体主導・民間との協働」が特徴となる、秋田県の保護者向け教育啓発

の取り組みについては、内閣府や文部科学省など、中央省庁の進める各種の情報発信の中

でも先進事例の一つとして取り上げられる23ようになりました。 

 このうち、本研究会が直接講師を派遣する地域サポーター養成講座24については、1回あ

たり 120 分というボリュームの講座を会場ごとに 4回連続で開催しました。その他、県職

員が講師として行われる「県庁出前講座」にも、本研究会のモデル教材が活用されている

他、一般の保護者向けの情報発信の内容についても本研究会としてご協力を行いました。 

 また、昨年度の地域サポーター養成講座の受講者を対象としたフォローアップ講座も開

催されました。 

                                                   
23 文部科学省の主催する平成 26 年度全国家庭教育支援研究協議会において、秋田県教育委員会による事

例発表が行われた。http://www.mext.go.jp/a_menu/shougai/katei/1353687.htm 
24 本報告書 P.81 以降に教材や振り返り資料、各種アンケートの質問紙、今年度取組結果の振り返り資料

などを収録した。 

http://www.mext.go.jp/a_menu/shougai/katei/1353687.htm
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写真 3 秋田県内での保護者向け講座のようす 
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2.2. 新たな取り組み 

 今年度からの新たな取り組みである、八戸 IT・テレマーケティング未来創造協議会25に

よる「子供を守るインターネットセーフティ活動」に対しては、本研究会の連携団体であ

る一般社団法人セーファーインターネット協会が、本研究会のモデル教材「インターネッ

トセーフティガイド」を元にした教材の作成、保護者・教職員・生徒それぞれに向けた研

修会への講師派遣の協力を行いました。 

 

 

図 5 事業概要 

（セーファーインターネット協会 事業概要資料より引用） 

 

 この八戸での取り組みの特徴は、行政機関や学校だけでなく、地元立地の複数の民間企

業で構成される協議会が事業の主体となっている点にあります。 

 また、第五期での取り組み残課題の一つとして挙げられていた「地域に根ざした講師養

成」が初めから視野に入っていることも特徴となります。協議会構成企業の中にインター

ネット関連事業者が複数含まれていることから、そうした事業者の従業員の基礎的な IT

スキルの高さを生かし、地域内の学校などで開かれる研修会の講師として育成するための

準備も始まっています。さらには、こうした担い手の特徴を生かした形で、インターネッ

ト上での安全の確保だけではなく、具体的なインターネット活用の場面にも目を向けた親

子講座を開催するなど、教育啓発のコンテンツ面でも独自の試みが含まれています。 

                                                   
25 八戸市役所と、八戸市に進出している IT・テレマ関連の誘致企業にて構成され、地域の理解・認知度

向上と事業者の持続的な発展、八戸地域の雇用機会のさらなる創出と八戸市の活性化を目的に設立された

団体 
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写真 4 夏休みに行われた親子講座のようす 

 

3. 行動変容期待度測定の試行 

 

 今年度の取り組みの全ての地域の保護者向け研修会において、受講者の行動変容期待を

測定するための項目を、受講者アンケートの一部として組み込みました。26 

 具体的には、「今日学んだことをご家庭でお子さんと話してみようと思いますか？」や

「今日学んだことを配偶者や周囲の保護者などと話してみようと思いますか？」といっ

た、行動意図を聞く質問項目と、「今日学んだことをお子さんと話すのはどのくらい簡単

ですか？」や「今日学んだことを配偶者や周囲の保護者と話すのはどのくらい簡単です

か？」といった、行動の容易さの認識を聞く質問項目を「そう思う」または「とても簡

単」から「そう思わない」または「とても出来そうにない」までの四段階で回答してもら

いました。 

 その結果、行動の意図を聞いた質問項目については、いずれの研修会会場においても、

高い割合で、四段階最も前向きな回答が集まりました。しかし、行動の容易さの認識につ

いては、「少しそう思う」「まあまあ簡単」というやや前向きな回答が最多となりまし

た。 

 こうした結果から、教材および講座運営のいずれについても、本研究会が設立以来重視

してきた「構造や背景を含めた課題の理解＝適切なリスク意識の醸成」については一定の

成果が得られていることが期待できるものの、「受講者の行動変容支援」については、ま

だ改善の余地が大きいことが明らかになりました。 

 

 

 

                                                   
26 行動変容の測定指標については、第五期報告書 4 章 4「効果検証指標ワーキンググループ報告書

（P.18）」に記載 http://www.child-safenet.jp/activity/documents/report05.pdf 

http://www.child-safenet.jp/activity/documents/report05.pdf
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図 6 

 

 

4. 今後に向けて 

 

4.1. 残課題と研究会の今後の取り組み、関係先への期待  

 保護者向け教育啓発の実践では、前期の残課題として挙げられた二点のうち、「地域に

根ざした講師の養成」については、八戸市での新たな取り組みについては、地元立地の関

係事業者の社員活用という手がかりが見いだされましたが、その他の地域での明示的な前

進には至りませんでした。また、より低い年齢層の子どもを持つ保護者向けの教育啓発の

あり方についても、具体的な取り組みには至りませんでした。 

 来年度以降、本研究会の教育啓発実践では、これらの課題の解決と探求により重点を置

いて進めて行きます。 

  



子どもたちのインターネット利用について考える研究会 

第六期報告書 

 

- 46 - 

 

第四章 資料等 

 

1. 体制（第六期） 

委員（座長以下５０音順・敬称略） 

 坂元 章 

（お茶の水女子大学 大学院人間文化創成科学研究科 人間科学系 教授） ◎座長 

 井島 信枝（子どもねっと会議所 代表） 

 笹井 宏益（国立教育政策研究所 生涯学習政策研究部長）○座長代理 

 新谷 珠恵（一般社団法人 東京都小学校ＰＴＡ協議会顧問） 

 玉田 和恵（江戸川大学 メディアコミュニケーション学部 情報文化学科 教授） 

 七海 陽（相模女子大学 学芸学部 子ども教育学科 准教授） 

 

フェロー（５０音順・敬称略） 

 漆 紫穂子（品川女子学院 校長） 

 下田 博次（国立大学法人群馬大学 名誉教授） 

 竹島 正（国立精神・神経医療研究センター 精神保健研究所 精神保健計画研究部長 

同研究所自殺予防総合対策センター長） 

 

アソシエイトフェロー（敬称略） 

 宮田 佳代子（フリーキャスター／城西国際大学客員教授／桐光学園寺尾みどり幼稚

園・読み聞かせ専科講師） 

 

事務局体制  

運営企業：ヤフー株式会社 、ネットスター株式会社 

アルプス システム インテグレーション株式会社 

運営協力企業：ピットクルー株式会社  
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2. 開催 

 

第一回 本会 

日時 2014 年 7 月 11 日 

会場 ネットスター株式会社 会議室（東京都港区白金台） 

検討内容 第 6 期調査研究活動主テーマ検討 

地域密着型教育啓発事業進捗報告 

 

第二回 本会 

日時 2014 年 10 月 22 日 

会場 ネットスター株式会社 会議室（東京都港区白金台） 

検討内容 第 6 期主テーマ進捗状況の報告 

地域密着型教育啓発事業進捗報告 

 

第三回 本会 

日時 2015 年 1 月 29 日 

会場 ネットスター株式会社 会議室（東京都港区白金台） 

検討内容 報告書案等とりまとめ 

 

第四回 本会 

日時 2015 年 2 月 26 日 

会場 ネットスター株式会社 会議室（東京都港区白金台） 

検討内容 報告書案等とりまとめ 
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3. 調査研究および教育実践のご協力先一覧（50音順） 

（ご協力先一覧） 

 

秋田県教育委員会 

秋田県 PTA 連合会 

大館市立大館東中学校 

大館市立桂城小学校 

大館市立長木小学校 

大館市立有浦小学校 

北秋田市立鹿角中学校 

北秋田市立鷹巣西小学校 

北秋田市立鷹巣東小学校 

北秋田市立綴子小学校 

湯沢市立山田中学校 

湯沢市立山田小学校 

東成瀬村立東成瀬中学校 

東成瀬村立東成瀬小学校 

男鹿市立男鹿南中学校 

男鹿市立船川第一小学校 

男鹿市立船川南小学校 

八郎潟町立八郎潟中学校 

八郎潟町立八郎潟小学校 

横浜市立大鳥中学校 

横浜市立本牧中学校 

横浜市立大鳥小学校 

横浜市立本牧小学校 

横浜市立本牧南小学校 

横浜市立間門小学校 

横浜市教育委員会 

渋谷区立中幡小学校 

渋谷区立猿楽小学校 

渋谷区教育委員会 

札幌市教育委員会 

札幌市立啓明中学校 

札幌市立緑丘小学校 
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札幌市立幌西小学校 

札幌市立二条小学校 

札幌市立幌東中学校 

札幌市立幌東小学校 

札幌市立東橋小学校 

札幌市立上白石小学校 

八戸市役所 

八戸市教育委員会 

八戸 IT・テレマーケティング未来創造協議会 

八戸市立下長中学校 

八戸市立下長小学校 

八戸市立城北小学校 

八戸市立高館小学校 

学校法人江戸川学園 江戸川大学 

学校法人相模女子大学 

株式会社ミクシィ 

ヤフー株式会社  
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4. その他資料 

1 オンラインコミュニケーションのインターネット調査  

調査票及び単純集計結果 

 

▼保護者調査 

子供の学齢（n（554）） 

  高校生 大学生 

総数 276 278 

(%) 49.8% 50.2% 

 

性・年代別（n（554）） 

 n 
男性 30

～39 歳 

男性 40

～49 歳 

男性 50

～59 歳 

女性 30

～39 歳 

女性 40

～49 歳 

女性 50

～59 歳 

総数 554 8 122 147 11 162 104 

(%) 100.0% 1.4% 22.0% 26.5% 2.0% 29.2% 18.8% 

 

Q1 あなたはいつ頃からスマートフォンを利用していますか？（n（554））（%） 

1 年以内 2 年前 3 年前 4 年前 それ以前 
スマートフォンは利用し

ていない 

14.6% 23.8% 14.3% 6.1% 8.7% 32.5% 

 

Q2 あなたが現在、オンラインコミュニケーションをする際に利用している機器と利用頻度について当

てはまるものをお答えください。（n（554））（%） 

 
1 日に複数

回 

1 日 1回

くらい 
週に数回 月に数回 年に数回 それ以下 

利用して

いない 

パソコン 60.6% 13.7% 9.7% 5.4% 2.2% 2.2% 6.1% 

タブレット 11.4% 4.9% 7.2% 5.4% 1.1% 4.0% 66.1% 

スマートフ

ォン 
44.9% 10.5% 5.4% 2.2% 0.0% 1.6% 35.4% 

携帯電話 16.8% 9.6% 5.6% 1.4% 0.9% 2.9% 62.8% 

携帯音楽プ

レーヤー 
4.0% 3.4% 5.4% 2.3% 1.4% 3.4% 80.0% 

その他の機

器 
2.0% 0.9% 1.8% 0.2% 0.9% 2.5% 91.7% 
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Q3 あなたは次にあげる相手と、どのくらいの頻度でオンラインコミュニケーションをしていますか？当

てはまるものをお答えください。（n（554））（%） 

 
1 日に複

数回 

1 日 1回

くらい 

週に 

数回 

月に 

数回 

年に 

数回 

それ 

以下 

オンラ

インコ

ミュニ

ケーシ

ョンを

したこ

とがな

い 

家族 27.1% 23.6% 20.0% 9.6% 2.5% 3.1% 14.1% 

友人 18.6% 13.4% 21.3% 20.4% 7.9% 5.6% 12.8% 

親しくない知人 2.2% 3.1% 7.6% 17.0% 16.2% 19.7% 34.3% 

直接は面識のない相手 3.2% 3.6% 4.7% 5.6% 5.8% 13.7% 63.4% 

 

Q4 あなたが 1 回のオンラインコミュニケーションの中で会話をする人数は何人ですか？当てはまるも

のをすべてお答えください。（n（554））（%） 

 
1 日に複

数回 

1 日 1回

くらい 

週に数

回 

月に数

回 

年に数

回 

それ以

下 

オンラインコ

ミュニケーシ

ョンをしたこ

とがない 

1 人（1対 1） 33.4% 19.9% 17.5% 8.3% 3.1% 3.4% 14.4% 

数人（グループ） 7.6% 7.4% 11.6% 12.3% 6.9% 7.8% 46.6% 

10 名以上（全て顔見

知りのグループ） 
2.3% 2.7% 5.8% 6.9% 4.5% 8.8% 69.0% 

10 名以上（顔見知り

以外のメンバーも含

まれるグループ） 

2.3% 2.0% 2.9% 3.2% 3.4% 9.2% 76.9% 
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Q5 あなたがオンラインコミュニケーションで利用するソフト・アプリとその頻度について当てはまる

ものをお応えください。（n（554））（%） 

 
1 日に複

数回 

1 日 1 回

くらい 

週に

数回 

月に

数回 

年に

数回 

それ

以下 

利用して

いない 

メール 48.9% 17.3% 16.1% 8.8% 2.3% 2.5% 4.0% 

LINE や Skype・Facebook メッセ

ンジャーなどのチャット・メッセ

ンジャー 

28.9% 12.5% 11.6% 6.5% 2.5% 3.1% 35.0% 

Twitter や Instagram などのブロ

グ 
7.9% 7.4% 9.2% 5.6% 2.5% 5.2% 62.1% 

その他 2.9% 3.6% 3.1% 2.2% 1.1% 4.9% 82.3% 

 

Q6 オンラインコミュニケーションには『対面でのコミュニケーションや音声でのコミュニケーション

（電話など）と比べて、感情などがうまく伝わりにくい』という性質があると言われていますが、あな

たはこれを知っていましたか？（n（554））（%） 

よく知っていた なんとなく知っていた あまり知らなかった 全く知らなかった 

43.1% 43.9% 10.6% 2.3% 

 

Q7 オンラインコミュニケーションには『対面でのコミュニケーションや音声でのコミュニケーション

（電話など）と比べて、自分の気持ちや情報を必要以上に多く伝えてしまいやすい（つい打ち明けてし

まうなど）』という性質があると言われていますが、あなたはこれを知っていましたか？（n（554））

（%） 

よく知っていた なんとなく知っていた あまり知らなかった 全く知らなかった 

24.9% 44.4% 25.5% 5.2% 

 

Q8 オンラインコミュニケーションには、『対面でのコミュニケーションや音声でのコミュニケーショ

ン（電話など）と比べて、使われる文章表現がより率直になるなど、自分の感情をそのまま伝えすぎて

しまう』という性質があると言われていますが、あなたはこれを知っていましたか？（n（554））（%） 

よく知っていた なんとなく知っていた あまり知らなかった 全く知らなかった 

25.3% 44.4% 24.9% 5.4% 
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Q9 あなたは、パソコンや携帯電話、スマートフォンなどを使い、各種の連絡や気持ちの伝達など、コ

ミュニケーションをうまく進めることが出来ていますか？それぞれの項目について当てはまるものを

お答えください。（n（554））（%） 

 
とてもうまく

出来ている 

まあうまく

出来ている 

あまりうまく

出来ていない 

全くうまく

出来ていな

い 

オンラインでのコミュニ

ケーションをしたことが

ない 

家族 20.2% 63.4% 6.3% 0.7% 9.4% 

友人 11.9% 67.0% 10.5% 0.7% 9.9% 

親しくな

い知人 
4.2% 38.4% 13.9% 4.7% 38.8% 

直接は面

識のない

相手 

3.8% 26.4% 7.2% 4.0% 58.7% 

 

Q10 あなたは、対面や電話でのコミュニケーションを日頃からうまく進められているという自信があり

ますか？（n（554））（%） 

とても自信がある まあ自信がある あまり自信がない 全く自信がない 

7.6% 51.3% 37.0% 4.2% 

 

Q11 あなたは、オンラインコミュニケーションで、相手との意思疎通がうまくいかずに困ったこと、嫌

な思いをしたことはありますか？それぞれの項目について当てはまるものをお答えください。（n（554））

（%） 

 よくある 時々ある あまりない 全くない 

1 人（1対 1） 6.5% 26.4% 46.8% 20.4% 

数人（グループ） 3.6% 16.4% 39.4% 40.6% 

10 名以上（全て顔見知りのグループ） 3.4% 12.8% 28.0% 55.8% 

10 名以上（顔見知り以外のメンバーも含ま

れるグループ） 
3.1% 11.7% 25.1% 60.1% 
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Q12 あなたのオンラインコミュニケーションに関わる悩みや不安はどのようなものですか？それぞれ

の項目について当てはまるものをお答えください。（n（554））（%） 

 
よくあては

まる 

まああては

まる 

あまりあては

まらない 

全くあてはま

らない 

相手からの返信が来なくて不安になっ

たり、不満を感じることがある 
4.7% 37.5% 40.6% 17.1% 

何も連絡が来なくてさびしかったり、

不安に思うことがある 
4.5% 30.7% 42.4% 22.4% 

伝わる文章がうまく書けないことがあ

る 
7.9% 42.1% 36.6% 13.4% 

相手の本当の気持ちがよく分からない

ことがある 
5.8% 46.6% 35.9% 11.7% 

着信が多すぎて面倒に思うことがある 7.0% 24.7% 44.8% 23.5% 

長引いた会話をうまく切り上げられな

いことがある 
5.6% 33.8% 41.5% 19.1% 

 

▼青少年調査 

 

性・年代別(n=552)(%) 

 男性 19 歳以下 男性 20～29 歳 女性 19 歳以下 女性 20～29 歳 

総数 190 86 181 95 

(%) 34.4% 15.6% 32.8% 17.2% 

 

Q1 あなたの学年を教えてください。(n=552)(%) 

高校 1年生 高校 2年生 高校 3年生 大学 1年生 大学 2年生 大学 3年生 大学 4年生 

11.8% 17.0% 21.6% 12.3% 12.9% 12.0% 12.5% 

 

Q2 あなたはいつ頃からスマートフォンを利用していますか？(n=552)(%) 

1 年以内 2 年前 3 年前 4 年前 それ以前 スマートフォンは利用していない 

118 192 119 38 16 69 

21.4% 34.8% 21.6% 6.9% 2.9% 12.5% 
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Q3 あなたが現在、オンラインコミュニケーションをする際に利用している機器と利用頻度について当

てはまるものをお答えください。(n=552)(%) 

 
1 日に 

複数回 

1 日 1回 

くらい 

週に数

回 

月に数

回 

年に数

回 

それ以

下 

利用してい

ない 

パソコン 33.5% 13.6% 14.9% 11.1% 3.8% 3.3% 19.9% 

タブレット 8.0% 3.8% 4.2% 2.2% 0.9% 1.8% 79.2% 

スマートフォン 70.3% 8.7% 4.9% 0.9% 0.4% 0.5% 14.3% 

携帯電話 10.0% 4.5% 3.1% 1.4% 0.5% 0.9% 79.5% 

携帯音楽プレーヤー 16.7% 7.2% 7.4% 3.4% 0.9% 1.6% 62.7% 

その他の機器 4.0% 3.3% 2.7% 1.3% 1.3% 1.6% 85.9% 

 

Q4 あなたは次にあげる相手と、どのくらいの頻度でオンラインコミュニケーションをしていますか？

当てはまるものをお答えください。(n=552)(%) 

 
1 日に複

数回 

1 日 1回

くらい 
週に数回 月に数回 年に数回 それ以下 

オンライ

ンコミュ

ニケーシ

ョンをし

たことが

ない 

家族 17.6% 21.2% 24.8% 18.1% 2.2% 2.2% 13.9% 

友人 46.0% 15.6% 21.4% 6.9% 2.2% 2.2% 5.8% 

親しくない

知人 
4.7% 6.2% 14.7% 23.2% 14.5% 13.0% 23.7% 

直接は面識

のない相手 
9.4% 4.9% 10.5% 12.3% 6.3% 16.5% 40.0% 
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Q5 あなたが 1回のオンラインコミュニケーションの中で会話をする人数は何人ですか？当てはまるも

のをすべてお答えください。(n=552)(%) 

 
1 日に複

数回 

1 日 1回

くらい 

週に

数回 

月に

数回 

年に

数回 

それ

以下 

オンラインコ

ミュニケーシ

ョンをしたこ

とがない 

1 人（1対 1） 44.2% 19.4% 20.3% 7.8% 1.8% 1.6% 4.9% 

数人（グループ） 23.9% 15.8% 22.5% 14.7% 5.4% 6.2% 11.6% 

10 名以上（全て顔見知り

のグループ） 
8.0% 7.8% 17.4% 17.6% 7.2% 10.0% 32.1% 

10 名以上（顔見知り以外

のメンバーも含まれるグ

ループ） 

4.5% 4.3% 9.8% 10.9% 6.2% 12.9% 51.4% 

 

Q6 あなたがオンラインコミュニケーションで利用するソフト・アプリとその頻度について当てはまる

ものをお応えください。(n=552)(%) 

  

1 日に複

数回 

1 日 1回

くらい 

週に

数回 

月に

数回 

年に

数回 

それ

以下 

利用し

ていな

い 

メール 26.3% 17.8% 22.1% 16.7% 4.7% 4.7% 7.8% 

LINE や Skype・Facebook メッ

センジャーなどのチャット・メ

ッセンジャー 56.9% 13.0% 13.6% 6.9% 1.3% 1.1% 7.2% 

Twitter や Instagram などのブ

ログ 35.7% 12.5% 10.0% 8.0% 2.7% 2.9% 28.3% 

その他 5.6% 4.2% 4.7% 4.2% 2.2% 4.0% 75.2% 
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Q7 オンラインコミュニケーションには『対面でのコミュニケーションや音声でのコミュニケーション

（電話など）と比べて、感情などがうまく伝わりにくい』という性質があると言われていますが、あ

なたはこれを知っていましたか？(n=552)(%) 

よく知っていた なんとなく知っていた あまり知らなかった 全く知らなかった 

50.9% 36.6% 9.4% 3.1% 

    

Q8 オンラインコミュニケーションには『対面でのコミュニケーションや音声でのコミュニケーション

（電話など）と比べて、自分の気持ちや情報を必要以上に多く伝えてしまいやすい（つい打ち明けて

しまうなど）』という性質があると言われていますが、あなたはこれを知っていましたか？

(n=552)(%) 

よく知っていた なんとなく知っていた あまり知らなかった 全く知らなかった 

33.5% 37.1% 22.6% 6.7% 

    

Q9 オンラインコミュニケーションには、『対面でのコミュニケーションや音声でのコミュニケーショ

ン（電話など）と比べて、使われる文章表現がより率直になるなど、自分の感情をそのまま伝えすぎ

てしまう』という性質があると言われていますが、あなたはこれを知っていましたか？(n=552)(%) 

よく知っていた なんとなく知っていた あまり知らなかった 全く知らなかった 

32.2% 37.5% 24.1% 6.2% 

 

Q10 あなたは、パソコンや携帯電話、スマートフォンなどを使い、各種の連絡や気持ちの伝達など、コ

ミュニケーションをうまく進めることが出来ていますか？それぞれの項目について当てはまるものをお

答えください。(n=552)(%) 

  

とてもうま

く出来てい

る 

まあうまく

出来ている 

あまりうま

く出来てい

ない 

全くうまく

出来ていな

い 

オンライン

でのコミュ

ニケーショ

ンをしたこ

とがない 

家族 28.1% 54.0% 9.1% 0.9% 8.0% 

友人 23.7% 60.3% 10.1% 1.3% 4.5% 

親しくない知人 11.1% 44.4% 17.9% 4.3% 22.3% 

直接は面識のない相手 9.8% 35.3% 14.1% 3.1% 37.7% 

 

 



子どもたちのインターネット利用について考える研究会 

第六期報告書 

 

- 58 - 

 

 

Q11 あなたは、対面や電話でのコミュニケーションを日頃からうまく進められているという自信があ

りますか？(n=552)(%) 

とても自信がある まあ自信がある あまり自信がない 全く自信がない 

9.1% 42.0% 39.9% 9.1% 

 

Q12 あなたは、オンラインコミュニケーションで、相手に気持ちが伝わらなくて困ったこと、嫌な思

いをしたことはありますか？それぞれの項目について当てはまるものをお答えください。(n=552)(%) 

  よくある 時々ある あまりない 全くない 

1 人（1対 1） 10.3% 38.9% 34.4% 16.3% 

数人（グループ） 7.8% 34.2% 38.4% 19.6% 

10 名以上（全て顔見知りのグループ） 6.3% 23.9% 35.3% 34.4% 

10 名以上（顔見知り以外のメンバーも含ま

れるグループ） 6.3% 19.2% 31.7% 42.8% 

 

Q13 あなたのオンラインコミュニケーションに関わる悩みや不安はどのようなものですか？それぞれ

の項目について当てはまるものをお答えください。(n=552)(%) 

  

よくあては

まる 

まああては

まる 

あまりあては

まらない 

全くあてはま

らない 

相手からの返信が来なくて不安になっ

たり、不満を感じることがある 13.4% 39.3% 32.1% 15.2% 

何も連絡が来なくてさびしかったり、

不安に思うことがある 12.7% 33.3% 36.1% 17.9% 

伝わる文章がうまく書けないことがあ

る 19.0% 40.8% 28.8% 11.4% 

相手の本当の気持ちがよく分からない

ことがある 18.1% 41.3% 29.2% 11.4% 

着信が多すぎて面倒に思うことがある 13.2% 35.1% 32.4% 19.2% 

長引いた会話をうまく切り上げられな

いことがある 15.9% 37.9% 30.6% 15.6% 
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▼青少年クロス集計 

Q6 あなたがオンラインコミュニケーションで利用するソフト・アプリとその頻度について当てはまるもの

をお応えください。（単一回答）（LINE や Skype・Facebook メッセンジャーなどのチャット・メッセンジャ

ー ） 

 
1 日に 

複数回 

1 日 1回 

くらい 
週に数回 月に数回 年に数回 それ以下 

利用して 

いない 

高校生(n=278) 65.8% 10.8% 9.4% 5.0% 0.4% 1.4% 7.2% 

大学生(n=274) 47.8% 15.3% 17.9% 8.8% 2.2% 0.7% 7.3% 

 

Q6 あなたがオンラインコミュニケーションで利用するソフト・アプリとその頻度について当てはまるも

のをお応えください。（単一回答）（Twitter や Instagram などのブログ）  

 
1 日に 

複数回 

1 日 1回 

くらい 
週に数回 月に数回 年に数回 それ以下 

利用して 

いない 

男子

（n=276） 28.3% 13.0% 10.1% 8.7% 2.2% 3.6% 34.1% 

女子

（n=276） 43.1% 12.0% 9.8% 7.2% 3.3% 2.2% 22.5% 

 

Q6 あなたがオンラインコミュニケーションで利用するソフト・アプリとその頻度について当てはまるも

のをお応えください。（単一回答）（メール）  

 
1 日に 

複数回 

1 日 1回 

くらい 
週に数回 月に数回 

年に数

回 

それ以

下 

利用して

いない 

スマホ利用者

(n=473) 26.2% 17.8% 22.8% 16.5% 5.1% 4.7% 7.0% 

スマホ非利用者

(n=28) 14.3% 14.3% 14.3% 17.9% 3.6% 3.6% 32.1% 

 

Q6 あなたがオンラインコミュニケーションで利用するソフト・アプリとその頻度について当てはまるも

のをお応えください。（単一回答）（LINE や Skype・Facebook メッセンジャーなどのチャット・メッセ

ンジャー）  

 
1 日に 

複数回 

1 日 1回 

くらい 
週に数回 月に数回 年に数回 それ以下 

利用して 

いない 

スマホ利用者(n=473) 62.2% 12.5% 13.1% 7.0% 1.1% 0.6% 3.6% 

スマホ非利用者

(n=28) 
25.0% 14.3% 21.4% 7.1% 0.0% 3.6% 28.6% 
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Q7 オンラインコミュニケーションには『対面でのコミュニケーションや音声でのコミュニケーション

（電話など）と比べて、感情などがうまく伝わりにくい』という性質があると言われていますが、あな

たはこれを知っていましたか？（高校生） 

  
よく知っていた 

なんとなく 

知っていた 

あまり 

知らなかった 
全く知らなかった 

スマホ利用 1年以内 

(n=1 年以内) 52.7% 33.8% 9.5% 4.1% 

スマホ利用 3年以上 

(n=3 年以上) 46.2% 38.5% 12.3% 3.1% 

 

Q8 オンラインコミュニケーションには『対面でのコミュニケーションや音声でのコミュニケーショ

ン（電話など）と比べて、自分の気持ちや情報を必要以上に多く伝えてしまいやすい（つい打ち明け

てしまうなど）』という性質があると言われていますが、あなたはこれを知っていましたか？（高校

生） 

  
よく知っていた 

なんとなく 

知っていた 

あまり 

知らなかった 

全く知らなかっ

た 

スマホ利用 1年以内 

(n=1 年以内) 35.1% 40.5% 20.3% 4.1% 

スマホ利用 3年以上 

(n=3 年以上) 38.5% 35.4% 21.5% 4.6% 

 

Q9 オンラインコミュニケーションには、『対面でのコミュニケーションや音声でのコミュニケーシ

ョン（電話など）と比べて、使われる文章表現がより率直になるなど、自分の感情をそのまま伝えす

ぎてしまう』という性質があると言われていますが、あなたはこれを知っていましたか？（高校生） 

  
よく知っていた 

なんとな 

く知っていた 

あまり 

知らなかった 

全く知らなかっ

た 

スマホ利用 1年以内 

(n=1 年以内) 36.5% 33.8% 21.6% 8.1% 

スマホ利用 3年以上 

(n=3 年以上) 41.5% 30.8% 24.6% 3.1% 
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2 秋田県 地域サポーター養成講座 資料 

 

（ア） 事業概要 

主催：秋田県教育委員会（事務局：生涯学習課） 

協働：子どもたちのインターネット利用について考える研究会、秋田県 PTA 連合会 

協賛（地域サポーター養成講座の運営）：ヤフー株式会社、株式会社ミクシィ 

講師派遣等の実務担当：ピットクルー株式会社 

 

三か年計画「大人が支える！インターネットセーフティの推進」の一環として、県内全

域を網羅的に対象とする保護者向け教育啓発を、「地域サポーター養成講座」として実施

しました。 

 秋田県内全 9 地域のうち、昨年度の「鹿角」「横手」「秋田」に続き、今年度は新たな

三地域を対象として事業を展開しました。各地域ごとに二カ所ずつ選定された「大館東中

学校」「鹿角中学校区」「八郎潟中学校区」「男鹿南中学校区」「山田中学校区」「東成

瀬中学校区」の会場ごとに一回あたり 120 分間、計 4回構成の連続講座を開催27しまし

た。 

会場には、各地域の事情に合わせ、公民館や小中学校が選ばれました。また、仕事を持

つ保護者が参加出来るようにとの配慮から、今年度も秋田県内での保護者講座は全て 18

時または 18 時半開始の時間帯での開催となりました。 

 モデル会場（学校区）の全保護者を対象として、家庭でのインターネット利用実態など

を聞く、アンケート調査28も実施しました。調査は「地域サポーター養成講座」が開催さ

れる前と後にそれぞれ行われ、状況把握および事業実施の効果測定に役立てられます。 

事業全体の情報共有や、関係機関による協議の場として「インターネットセーフティ推

進委員会」が、年 2回開催29されました。 

また、「地域密着型」教育啓発手法による研修会（地域サポーター養成講座）の開催以

外にも、一回開催型の研修会として、従来からの「県庁出前講座」が継続的に実施されま

した。さらには「アウトリーチ型教育啓発コンテンツの開発・提供」として、学校ごとの

メール配信システムを利用した、保護者向けの教育啓発コンテンツ配信も進行中です。 

本研究会では、地域サポーター養成講座の運営の他に、推進委員会にも参加し、教育啓

発コンテンツについては県教育委員会との共同開発を行いました。  

                                                   
27 教材および振り返り資料などを本報告書 P.81 に収録 
28 調査票全文を本報告書 P.76 に収録 
29 本年度第 2 回推進委員会への報告資料を本報告書 P.63 に収録 
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（イ） 開催日と会場 

地

域 
中学校区 会場 

回数 

① ② ③ ④ 

県
北
地
区 

大館東中学

校 

大館市北区コミュニ

ティセンター 

7 月 24 日

（木） 

 

7 月 31 日

（木） 

8 月 5 日

（火） 

9 月 4 日

（木） 

鷹巣中学校 北秋田市中央公民館/

北秋田市交流センタ

ー 

7 月 30 日

（水） 

8 月 4 日

（月） 

9 月 3 日

（水） 

10 月 3 日

（金） 

中
央
地
区 

八郎潟中学

校 

八郎潟町農村環境改

善センター/八郎潟待

立八郎中学校 

8 月 30 日

（土） 

9 月 17 日

（水） 

10 月 1 日

（水） 

11 月 19 日

（水） 

男鹿南中学

校 

男鹿市総合体育館 8 月 28 日

（木） 

9 月 18 日

（木） 

10 月 2 日

（木） 

11 月 20 日

（木） 

県
南
地
区 

山田中学校 山田地区センター 8 月 26 日

（火） 

9 月 11 日

（木） 

10 月 14 日

（火） 

11 月 18 日

（火） 

東成瀬中学

校 

東成瀬小学校ランチ

ルーム 

8 月 27 日

（水） 

10 月 21 日

（火） 

10 月 29 日

（水） 

 

11 月 26 日

（水） 
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▽[地域密着]秋田県推進委員会報告資料
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▽[地域密着]受講者アンケート調査票（事前） 

質問・回答用紙 

以下それぞれの設問についていずれか一つ、複数回答可と指示がある設問については当てはまる全ての選択

肢の□に印をつけてください。（全部で 23 問あります） 

 

１．お子さんについて 

※兄弟姉妹で在学中の場合、インターネット利用についてもっとも気になるお子さんお一人についてお答えください。 

【お子さんの学年】   □小１  □小２  □小３  □小４  □小５  □小６  □中１  □中２  □中３ 

【お子さんの性別】   □男子  □女子 

 

２．ご自宅などでインターネット利用※に使うことがある機器を教えてください。（複数回答可） 

※メール/メッセージ、検索・閲覧・投稿、オンラインゲーム、ショッピング、動画閲覧など 

【保護者（ご回答者）ご自身】 ※お仕事での利用は除きます。 

□自宅では利用していない  □パソコン  □携帯電話  □スマートフォン（iPhone/Android など） 

□携帯音楽プレーヤー（iPod Touch/Walkman F）□タブレット端末（iPad/Android/Surface/Kindle など） 

 

【お子さん】 

□使わせていない  □パソコン  □携帯電話  □スマートフォン（iPhone/Android など） 

□子どもケータイ/スマートフォン  □携帯音楽プレーヤー（iPod Touch/Walkman F） 

□携帯型ゲーム機（ニンテンドー3DS/PS Vita など）  □据え置き型ゲーム機（Wii/PS3 など）  

□タブレット端末（iPad/Android/Surface/Kindle） □学習タブレット（進研ゼミチャレンジタブレットなど）  

□子どもタブレット（MEEP!/tap me/Rainbow Pad）  □その他（   ） 

 

３．お子さんはどこでインターネットを利用していますか？（複数回答可） 

□リビングなど共用スペース  □食卓  □自分の部屋（机など）  □布団、ベッドの中   

□お風呂の中  □外出・移動中  □よくわからない  □インターネットは利用していない □その他（      ） 

 

４．お子さんは、いつもどのような時間帯にインターネットを利用していますか？（複数回答可） 

□起床後すぐ  □学校に出かけるまでの間  □放課後（塾や習い事、友達との遊びの途中） 

□帰宅直後  □食事中  □夕食後  □入浴中  □自宅で勉強中  □就寝直前（布団、ベッドの中）  □休

日 □よくわからない  □時間帯は定まっていない  □インターネットは利用していない 

 

５．お子さんはコミュニケーション（交流）サイト・サービス※を日常的に利用していますか？ 

※Twitter、Facebook、mixi など、自分の日常を書き込み、他者とのやりとりやメッセージ交換ができるサービス 

□利用している  □利用していない  □よくわからない 
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６．お子さんは LINE（ライン）などの無料通話・メッセンジャーアプリ※を日常的に使っていますか？ 

※他にカカオトーク、Skype なども。友人知人と無料通話やメッセージ交換ができるアプリ（ソフト） 

□使っている  □使っていない  □よくわからない 

７．あなたはコミュニケーション（交流）サイト・サービスを日常的に利用していますか？ 

□利用している □利用していない  □よくわからない 

 

８．あなたは LINE（ライン）などの無料通話・メッセンジャーアプリを日常的に使っていますか？ 

□使っている  □使っていない  □よくわからない 

 

９．ご自宅では無線 LAN（Wi-Ｆｉ）によるインターネット接続を利用されていますか？ 

□利用している □利用していない  □よくわからない 

 

１０．ご自宅の近所に、お子さんが無料で利用できる無線 LAN（Wi-Ｆｉ）サービスはありますか？（複数回答可） 

□ない  □ある（コンビニエンスストア）  □ある（ファミリーレストランやカフェ、ファーストフード店） 

□ある（図書館など公共施設）  □ある（ショッピングモールやスーパーマーケット）  □よくわからない 

 

１１．以下の中で、お子さんが正しく理解できていないと思われることはありますか？（複数回答可） 

□内緒のつもりでホームページやプロフィールページを作っても、知らない人がページを見ることがある 

□インターネット上には本当の意味での匿名性はない（通信事業者には記録が保管される） 

□インターネット上にいったん公開した文章や写真を、後から完全に回収、削除することは不可能 

□インターネット上の失敗で、将来まで損をしたり、後悔したりする子どもが後を絶たない 

 

１２．お子さんが、学校でインターネットの利用に関してどんな授業を受けているかご存知ですか？ 

□よく知っている  □大体知っている  □あまり知らない  □全く知らない 

 

１３．お子さんの毎日のインターネット利用時間についてどう思いますか？  

□長すぎる  □やや長い  □問題ない  □利用していない 

 

１４．利用のルールやマナー、機器の適切な与え方など、インターネット利用に関するあなたの子どもとの向き合い

方について、最も近いものをお選びください。  

□自信をもって対応している  □自信はないが、対応している □自信がなく子ども任せになっている 

 

１５．あなたがインターネット利用時に注意している点について、当てはまるものをお答えください。（複数回答可）  

□就寝直前に使わない □食事中に使わない  □インターネットから離れる日や時間帯を設けている  □子ども

の写真をインターネットに公開しない  □閲覧した情報の真偽を十分に確かめる 

□終わりの時間を決めて使う  □歩きながら使わない  □その他（            ） 



子どもたちのインターネット利用について考える研究会 

第六期報告書 

 

- 78 - 

 

 

１６． お子さんの安全・安心なインターネット利用について、あなたの情報源は何ですか？（複数回答可） 

□新聞やテレビの報道、解説  □雑誌、書籍  □インターネット  □配偶者  □子ども 

□友人・知人  □職場の同僚  □同じ学区の保護者  □学校からのお知らせ   

□自治体などの広報 □事業者のパンフレット  □セミナー  

□その他（                             ） 

 

１７．インターネット利用についてのお子さんとの約束事やルールで、当てはまるものをお答えください。 

（複数回答可）  

□一日あたりの利用時間を決めている  □利用する時間帯を決めている  □食事中は使わない 

□課金やショッピングなどを制限している  □自室に持ち込まない  □勉強中は使わない 

□困ったことがあればすぐ親に相談する  □フィルタリングをかける  □親がいない時は使わない 

□利用させていない  □約束事やルールは特にない  □その他（        ） 

 

１８．インターネット利用について注意すべき点や、トラブルに遭った際の対処方法などについて、お子さんと話し

合うことがありますか？ 

□頻繁にある  □時々ある  □ほとんどない  □全くない 

 

１９．インターネットによるコミュニケーション（メール、メッセンジャー、交流サイトなど）について、あなたの失敗経験

やふだん注意している点などを、お子さんに伝えたり、アドバイスしたりすることがありますか？ 

□頻繁にある  □時々ある  □ほとんどない  □全くない 

 

２０． お子さんのインターネット利用状況や利用ルール、また、機器の与え方などについて、保護者で話題になる

ことがありますか？ 

□頻繁にある  □時々ある  □ほとんどない  □全くない 

 

２１． 他の家庭でのインターネット利用状況やルールの内容などについて、知りたいと思いますか？ 

□思う  □思わない   

 

２２．お子さんのインターネット利用について、困った時に相談できそうな「少し詳しい人」は、お住まいの地域にい

ますか？  

□具体的に思い浮かぶ  □周囲に聞けば見つかるかもしれない  □身近にはいないと思う 

 

２３．その他、お子さんのインターネット利用について不安に思われることや、家庭での対応の仕方についてのご

質問などがあればお知らせください。（自由記述） 

                                 アンケート調査は以上です。ご回答ありがとうございました。 
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▽[地域密着]受講者アンケート調査票（事後） 

質問・回答用紙（全 12 問あります） 

各設問いずれか一つ（複数回答可の設問については当てはまる全ての選択肢）の□に印をつけてください。 

 

Q１ お子さんについて 

※兄弟姉妹で在学中の方は、インターネット利用（メール／メッセージ、検索・閲覧・投稿、オンラインゲーム、ショッピング、動画

閲覧など）がもっとも気になるお子さんお一人についてお答えください。 

【学年】  □小１  □小２  □小３  □小４  □小５  □小６  □中１  □中２  □中３ 

【性別】  □男子  □女子 

Q２ インターネットセーフティに関する「地域サポーター養成講座」が本校（地区）で開催されることを、事前にご存

知でしたか？  

□知らなかった  □知っていたが興味が持てなかった  □知っていたが参加はしなかった 

□参加した  □その他（      ） 

 

Q３ 上記「地域サポーター養成講座」を受講された保護者はお知り合いの中にいらっしゃいますか？  

□いる【Q3-2 へ】  □いない・わからない【Q4 へ】  □自分自身が受講した【Q4 へ】 

 

【上記質問 Q３で「いる」を選択された方は、以下の質問 Q3-2 にもお答えください】 

Q３-２ 受講された保護者の方と、地域サポーター養成講座での受講内容や、お子さんのインターネット利用など

について、話をする機会はありましたか？ 

□複数回あった □一度はあった □なかった □わからない／おぼえていない 

 

【以下の質問 Q４以降は全員お答えください】 

Q４ お子さんのインターネット利用状況や利用ルール、また、お子さんへの機器の与え方などについて、保護者

間で話題になることがありますか？ 

□頻繁にある  □時々はある  □ほとんどない  □全くない 

 

Q５ お子さんのインターネット利用について、困った時に相談できそうな「少し詳しい人」は、お住まいの地域にい

ますか？ 

□具体的に思い浮かぶ  □周囲に聞けば見つかると思う  □見つかるかどうか分からない  

□身近には居ないと思う 

 

Q６ インターネット利用にあたって注意すべき点、インターネット利用トラブルに遭った際の対応方法などについて、

お子さんと話し合うことがありますか？ 
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□頻繁にある  □時々はある  □ほとんどない  □全くない 

Q７ インターネット利用についてのお子さんとの約束事やルールで、当てはまるものをお答えください。（複数回答

可）  

□一日あたりの利用時間を決めている  □利用する時間帯を決めている  □食事中は使わない 

□課金やショッピングなどを制限している  □自室に持ち込まない  □勉強中は使わない 

□困ったことがあればすぐ親に相談する  □フィルタリングをかける  □親がいない時は使わない 

□利用させていない  □約束事やルールは特にない  □その他（       ） 

 

Q８ お子さんは LINE（ライン）などの無料通話・メッセンジャーアプリ※を日常的に使っていますか？ 

※他にカカオトーク、Skype なども。友人知人と無料通話やメッセージ交換ができるアプリ（ソフト） 

□使っている  □使っていない  □よくわからない 

 

Q９ お子さんは YouTube やニコニコ動画などの動画サイトを閲覧していますか？ 

□よく閲覧している  □ときどき閲覧している  □閲覧していない  □よくわからない 

 

Q１０ お子さんの毎日のインターネット利用時間についてどう思いますか？  

□長すぎる  □やや長い  □問題ない  □利用していない 

 

Q１１ 利用のルールやマナー、機器の適切な与え方など、インターネット利用に関するあなたの子どもとの向き合

い方について、最も近いものをお選びください。  

□自信をもって対応している  □自信はないが対応している  □子ども任せになっている 

 

Q１２ その他、お子さんのインターネット利用や、家庭での対応の仕方について不安に思われていることなどがあ

ればお知らせください。（自由記述） 

アンケート調査は以上です。ご回答ありがとうございました。 
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▽[地域密着] 2014 年 8月 28 日男鹿南中会場 地域サポーター養成講座第 1回 配布資料 
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▽[地域密着] 2014 年 8月 28 日男鹿南中会場 地域サポーター養成講座第 1回 受講者ア

ンケート 

受講者アンケート 
各項目に回答（当てはまるものを選択または記入）の上、無記名でご提出ください。 

 

１．あなた自身についてお聞かせください。（当てはまるもの全て選択） 

・ 立場  □保護者  □教職員  □民生委員・児童委員  □その他 

・ 性別  □男性  □女性 

・ お子さん □未就学  □小学生  □中学生  □高校生  □卒業済  □その他 

 

２．本日の講座についての全体的な評価を教えてください。（いずれか選択） 

□良かった  □まあ良かった  □あまり良くなかった  □良くなかった 

 

３．本日の講座の教材や説明方法などについての評価をお聞かせください。（いずれか選択） 

・ 説明や例示の仕方は  □分かりやすい □分かりにくい 

・ 使われていた単語・用語は □理解できた □難しかった 

・ 前提としている理解度や知識は □ちょうど良い □高すぎる □低すぎる 

 

４．本日の講座で、よくわからなかった点や、さらに詳しい説明が必要だった点をお知らせください。 

（※次回の講座にて、記入いただいたご質問の回答・解説を行う予定です） 

 

 

５．今日学んだことをご家庭でお子さんと話してみようと思いますか？（いずれか選択） 

□そう思う  □少しそう思う  □あまりそう思わない  □そう思わない  □同居していない 

 

６．今日学んだことをお子さんと話すのはどのくらい簡単ですか？（いずれか選択） 

□とても簡単  □まあまあ簡単  □あまり自信がない  □とても出来そうにない 

 

７．今日学んだことを配偶者や周囲の保護者などと話してみようと思いますか？（いずれか選択） 

□そう思う  □少しそう思う  □あまりそう思わない  □そう思わない 

 

８．今日学んだことを配偶者や周囲の保護者と話すのはどのくらい簡単ですか？（いずれか選択） 

□とても簡単  □まあまあ簡単  □あまり自信がない  □とても出来そうにない 

 

９．その他、何か具体的に取り組んでみようと思われたことや、講座の感想などをお知らせください。 
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▽[地域密着] 2014 年 9 月 18 日男鹿南中会場 地域サポーター養成講座第 2 回 受講

者アンケート 

 

受講者アンケート 
各項目に回答（当てはまるものを選択または記入）の上、無記名でご提出ください。 

 

１．あなた自身についてお聞かせください。（当てはまるもの全て選択） 

・ 立場  □保護者  □教職員  □民生委員・児童委員  □その他 

※保護者以外のお立場で参加された方は、問２・３・４・９について回答をお願いします。 

・ 性別  □男性  □女性 

・ お子さん □未就学  □小学生  □中学生  □高校生  □卒業済  □その他 

 

２．本日の講座についての全体的な評価を教えてください。（いずれか選択） 

□良かった  □まあ良かった  □あまり良くなかった  □良くなかった 

 

３．本日の講座の教材や説明方法などについての評価をお聞かせください。（いずれか選択） 

・ 説明や例示の仕方は  □分かりやすい □分かりにくい 

・ 使われていた単語・用語は □理解できた □難しかった 

・ 前提としている理解度や知識は □ちょうど良い □高すぎる □低すぎる 

 

４．本日の講座で、よくわからなかった点や、さらに詳しい説明が必要だった点をお知らせください。 

（※次回の講座にて、記入いただいたご質問の回答・解説を行う予定です） 

 

 

５．今日学んだことをご家庭でお子さんと話してみようと思いますか？（いずれか選択） 

□そう思う  □少しそう思う  □あまりそう思わない  □そう思わない  □同居していない 

 

６．今日学んだことをお子さんと話すのはどのくらい簡単ですか？（いずれか選択） 

□とても簡単  □まあまあ簡単  □あまり自信がない  □とても出来そうにない 

 

７．今日学んだことを配偶者や周囲の保護者などと話してみようと思いますか？（いずれか選択） 

□そう思う  □少しそう思う  □あまりそう思わない  □そう思わない 

 

８．今日学んだことを配偶者や周囲の保護者と話すのはどのくらい簡単ですか？（いずれか選択） 

□とても簡単  □まあまあ簡単  □あまり自信がない  □とても出来そうにない 
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９．その他、何か具体的に取り組んでみようと思われたことや、講座の感想などをお知らせください。 

▽[地域密着] 2014 年 10 月 2 日男鹿南中会場 地域サポーター養成講座第 3回 _配布資料
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▽[地域密着] 2014 年 10 月 2 日男鹿南中会場地域サポーター養成講座第 3回 受講者アンケート 

 

受講者アンケート 
各項目に回答（当てはまるものを選択または記入）の上、無記名でご提出ください。 

 

１．あなた自身についてお聞かせください。（当てはまるもの全て選択） 

・ 立場  □保護者  □教職員  □民生委員・児童委員  □その他 

※保護者以外のお立場で参加された方は、問１・２・３・４・９についてのみ回答をお願いします。 

・ 性別  □男性  □女性 

・ お子さん □未就学  □小学生  □中学生  □高校生  □卒業済  □その他 

 

２．本日の講座についての全体的な評価を教えてください。（いずれか選択） 

□良かった  □まあ良かった  □あまり良くなかった  □良くなかった 

 

３．本日の講座の教材や講師の説明方法などについての評価をお聞かせください。（いずれか選択） 

・ 説明や例示の仕方は  □分かりやすい □分かりにくい 

・ 使われていた単語・用語は □理解できた □難しかった 

・ 前提としている理解度や知識は □ちょうど良い □高すぎる □低すぎる 

 

４．本日の講座で、よくわからなかった点や、さらに詳しい説明が必要だった点をお知らせください。 

（※次回の講座にて、記入いただいたご質問の回答・解説を行う予定です） 

 

 

５．今日学んだことを実際にご家庭で試してみようと思いますか？（いずれか選択） 

□そう思う  □少しそう思う  □あまりそう思わない  □そう思わない  □同居していない 

 

６．今日学んだことを実際にご家庭で試すのはどのくらい簡単ですか？（いずれか選択） 

□とても簡単  □まあまあ簡単  □あまり自信がない  □とても出来そうにない 

 

７．今日学んだことを配偶者や周囲の保護者などと話してみようと思いますか？（いずれか選択） 

□そう思う  □少しそう思う  □あまりそう思わない  □そう思わない 

 

８．今日学んだことを配偶者や周囲の保護者と話すのはどのくらい簡単ですか？（いずれか選択） 

□とても簡単  □まあまあ簡単  □あまり自信がない  □とても出来そうにない 

 

９．その他、何か具体的に取り組んでみようと思われたことや、講座の感想などをお知らせください。 
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▽[地域密着] 2014 年 11 月 20 日男鹿南中会場地域サポーター養成講座第 4回 配布資料
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▽[地域密着] 2014 年 11 月 20 日男鹿南中会場 地域サポーター養成講座第 4回 受講者アンケート 

 

受講者アンケート 
各項目に回答（当てはまるものを選択または記入）の上、無記名でご提出ください。 

 

１．あなた自身についてお聞かせください。（当てはまるもの全て選択） 

・ 立場  □保護者  □教職員  □民生委員・児童委員  □その他 

・ 性別  □男性  □女性 

・ お子さん □未就学  □小学生  □中学生  □高校生  □卒業済  □その他 

 

２．本日の講座についての全体的な評価を教えてください。（いずれか選択） 

□良かった  □まあ良かった  □あまり良くなかった  □良くなかった 

 

３．本日の講座の教材や説明方法などについての評価をお聞かせください。（いずれか選択） 

・ 説明や例示の仕方は  □分かりやすい □分かりにくい 

・ 使われていた単語・用語は □理解できた □難しかった 

・ 前提としている理解度や知識は □ちょうど良い □高すぎる □低すぎる 

 

４．本日の講座で、よくわからなかった点や、さらに詳しい説明が必要だった点をお知らせください。 

 

５．講座の内容を配偶者や周囲の保護者、同僚などと話してみようと思いますか？（いずれか選択） 

□そう思う  □少しそう思う  □あまりそう思わない  □そう思わない 

 

６．講座の内容を配偶者や周囲の保護者、同僚と話すのはどのくらい簡単ですか？（いずれか選択） 

□とても簡単  □まあまあ簡単  □あまり自信がない  □とても出来そうにない 

 

７．その他、何か具体的に取り組んでみようと思われたことや、講座の感想などをお知らせください。 

 

 

８．講座の開催時間帯や開催される曜日、開催の案内方法などで、より多くの方に参加をいただくため

に改善すべき点があればお聞かせください。 

 

 

９．これまでに参加された本講座の開催回をお知らせください。（当てはまるものを全て選択） 

 □第一回  □第二回  □第三回 
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▽[地域密着] 2014 年 11 月 20 日男鹿南中会場地域サポーター養成講座第 4回 ワークシート 

ワークシート 
このワークシートは本日の講座中に利用します。当てはまる項目への記入をしてください。 

 

１．本講座の受講で学んだ内容について、どなたかへの働きかけを試されましたか？（複数選択可） 

□保護者として子どもに  □配偶者に（話し合い）  □他の保護者に（情報交換、相談） 

□教職員として児童生徒に  □教職員として保護者に  □教職員として他の職員に 

□その他（        ） 

 

２．その際、以下のうちどのような取り組みをしてみようと思われましたか？（複数選択可） 

□トラブル時の対応についての子どもへの声がけ  □講座のチラシ等を使って説明、対話 

□利用サービスの確認  □利用機器の機能・管理設定の確認  □トラブル経験有無の確認 

□ルールの見直しや新たなルールづくり  □悩みや心配ごとの共有 

□その他（        ） 

 

３．その取り組みはどのような結果になりましたか？（いずれか選択） 

□とてもうまくいった □まあうまくいった □あまりうまくいかなかった □全くうまくいかなかった 

 

４．取り組みがうまくいった（うまくいかなかった）状況や原因はどのようなものでしたか？ 

 

 

 

 

 

 

 

５．取り組みの成功、失敗を踏まえ、今後は、何をしていこうと思われますか？ 
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オンラインコミュニケーション能力の発達モデルに応じた望ましい利用範囲 

 

 

 
Step1 

インターネット利用開始 
Step2 

オンラインコミュニケーション体験 
Step3 

オンラインコミュニケーション入門 
Step4 

オンラインコミュニケーション習熟 

想
定
リ
ス
ク 

 

●子どもに不適切な情報への接触 

出会い、暴力、恐怖、アダルト、 

ギャンブル、酒、タバコなど 
 

●熱中による時間の浪費 

動画、ゲーム、電子書籍、その他娯楽系コンテンツ 

 

●子どもに不適切な情報への接触 

出会い、暴力、恐怖、アダルト、ギャンブル、酒、タバコなど 
 

●熱中による時間の浪費 

動画、ゲーム、電子書籍、その他娯楽系コンテンツなど 
 

●子ども自身の不適切な発信 

写真、書き込み、個人情報、誹謗中傷など 

能
力
（
ス
キ
ル
） 

●機器の基本操作ができる 
 
●情報の信ぴょう性を確認することができる 
 

●健康や学習時間に配慮し、節度のある使い方がで

きる 

●文章で用件や気持ちを適切に表現できる 
 
●文章が相手の気持ちを適切に表現していると

は限らないことを知っている 

●不快なメッセージなどに冷静に対応できる 
 
●複数人でのコミュニケーションの際に、同調し

すぎず自分の判断ができる 
 
●トラブルが生じた際に、客観的に自分と相手の

状況を判断し、冷静に行動できる 

●場面や相手に合わせた適切な表現をすること

ができる 
 
●目的に応じて、最適なコミュニケーションツー

ルや手法を使い分けることができる 

知
識 

●危険なウェブサイトや誤った情報などが存在する

ことを知っている 
 
●個人情報の大切さなど、基本的な情報の取り扱い

方を知っている 

●インターネットを経由した通信は、内容の記録

が必ず残ることを知っている 
 
●一度発信した文章や写真などのデジタル情報

は完全に消すことはできないと知っている 
 
●相手の表情などが見えないコミュニケーショ

ンは、意思疎通が難しいことを知っている 
 
●インターネット上でも、場面に応じた発信が必

要なことを知っている（文体、文量など） 
 
●了承を得ずに撮影してはいけないものがある

ことを知っている 

●インターネットの公開性を理解し、発信した内

容は世界中の人に見られる可能性があることを

知っている 
 

●サービスによって情報の公開範囲が異なり、利

用者がその判断をしなければならないことを知

っている 
 
●オンラインコミュニケーションでは、自分の気

持ちや情報を必要以上に伝えてしまいがちなこ

とを知っている 
 
●ネット上での誹謗中傷や名誉毀損は、未成年で

も罪に問われることがあることを知っている 

●インターネットが限りある資源であることを

知っている 
 
●インターネットを利用する上で、最低限必要な

肖像権や著作権などの法律やルールを知ってい

る 

 

●インターネット上ではかんたんに他人に成り

すますことができることを知っている 

 

●オンラインコミュニケーションでは、未知の人

物の言うことを過剰に信用しがちであることを

知っている 

倫
理 

●約束や決まりを守る 
 

●危険や不安を感じたら大人に相談する 

●状況や気持ちを考え、相手を思いやることがで

きる 

●他者を傷つけない 
 

●自分を大切にする 

●情報社会の一員としての自覚を持ち、責任ある

行動がとれる 
 
●公共公益の意識を持って、インターネットを活

用し、情報社会の発展に貢献できる 

範
囲
と
対
象 

 サイト閲覧のみ許可し、オンラインコミュニケーシ

ョンを禁止する 

家族間に限った発信（オンラインコミュニケー

ション）を認める 

顔を知っている友人への発信（オンラインコミ

ュニケーション）を認める 

顔を知らない相手への発信（オンラインコミュ

ニケーション）を認める 

1 対 1 での利用を認める グループでの利用を認める 1 対 1 での利用を認める 1 対複数での利用を認める 
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